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人
留
学
生
特
別
推
薦
入
学
試

験
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。

今
回
の
締
結
の
背
景
と
し

て
、
長
崎
国
際
大
学
の
薬
学

部
に
て
、
以
前
よ
り
青
松
学

院
か
ら
の
留
学
生
受
け
入
れ

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
青
松
学
院
が
さ
ら
に
歯

よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

調
印
日
の
７
月
１
日

（
木
）、
青
松
学
院
の
キ
ム

ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
ン
代
表
理
事
他

３
名
と
、
長
崎
国
際
大
学
の

本
岡
吉
彦
常
務
理
事
他
３
名

の
方
々
は
、
本
学
の
横
浜
研

修
セ
ン
タ
ー
・
横
浜
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
見
学
さ
れ
た
あ

と
、
午
後
に
横
須
賀
に
到
着

さ
れ
ま
し
た
。
附
属
病
院
・

実
習
棟
・
教
室
棟
・
図
書
館
・

短
大
棟
・
看
護
実
習
室
・
女

子
寮
そ
し
て
解
剖
棟
か
ら
標

本
室
へ
と
、
精
力
的
に
見
て

回
ら
れ
ま
し
た
。
韓
国
の
学

生
た
ち
に
、
正
確
に
本
学
の

情
報
を
伝
達
さ
れ
る
使
命
感

を
持
た
れ
て
の
こ
と
と
、
真

剣
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
さ

せ
る
も
の
で
し
た
。見
学
後
、

本
館
４
階
の
会
議
室
に
て
長

崎
国
際
大
学
の
安
部
直
樹
理

事
長
そ
し
て
本
学
の
川
瀬
、

出
口
両
副
学
長
も
列
席
の

上
、
調
印
式
典
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
法
人
鹿
島
勇
理
事
長
よ

り
「
青
松
学
院
、
長
崎
国
際

大
学
そ
し
て
神
奈
川
歯
科
大

学
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
行

う
連
携
事
業
の
、
記
念
す
べ

き
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。」
と
歓
迎

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
佐
藤
貞

雄
学
長
か
ら
「
韓
国
は
日
本

に
一
番
近
い
外
国
で
、
私
自

身
も
知
り
合
い
の
歯
科
医
が

記
念
す
べ
き

連
携
事
業
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す

記
念
す
べ
き

連
携
事
業
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す

お
り
、
非
常
に
親
近
感
が
あ

り
ま
す
。」
と
い
う
言
葉
に

続
い
て
、
法
人
１
０
０
年
、

歯
科
大
学
46
年
の
歴
史
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。そ

れ
を
受
け
て
、
長
崎
国

際
大
学
の
安
部
直
樹
理
事
長

か
ら
は
「
薬
学
部
も
歯
学
部

も
韓
国
は
大
変
レ
ベ
ル
が
高

く
難
関
で
あ
り
、
日
本
で
学

び
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
大

き
い
。
青
松
学
院
と
は
そ
う

い
う
観
点
で
提
携
し
て
き
て

お
り
、
結
実
し
つ
つ
あ
る
。

今
回
、
法
人
で
経
営
し
て
い

る
佐
世
保
に
あ
る
専
門
学
校

　

九
州
文
化
学
園
歯
科
衛
生

学
院
に
神
奈
川
歯
科
大
学
出

身
の
先
生
方
が
来
ら
れ
て
い

て
、ご
紹
介
を
い
た
だ
い
た
。

日
本
の
中
心
で
あ
る
関
東

の
、
歯
科
大
と
し
て
歴
史
の

あ
る
神
奈
川
歯
科
大
学
と
こ

う
し
た
連
携
が
で
き
る
こ
と

に
な
り
、
大
変
喜
ん
で
い

る
。」
と
の
ご
挨
拶
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

続
い
て
、
青
松
学
院
の
キ

ム　

ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
ン
代
表
理

事
か
ら
「
神
奈
川
歯
科
大
学

に
来
て
、
細
や
か
で
温
か
い

心
遣
い
に
大
変
感
激
し
て
い

る
。
学
生
に
対
し
、
先
生
方

が
親
身
に
な
っ
て
く
れ
る
様

子
が
見
て
取
れ
る
。
安
心
し

て
送
り
出
せ
る
確
信
を
持
っ

た
。」
と
い
う
感
想
と
、
青

松
学
院
の
ご
説
明
を
い
た
だ

神
奈
川
歯
科
大
学
の

温
か
い
心
遣
い
に

感
激

神
奈
川
歯
科
大
学
の

温
か
い
心
遣
い
に

感
激

き
ま
し
た
。「
青
松
学
院
は
、

韓
国
予
備
校
大
手
で
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
で
１
６
０
万

人
、
オ
フ
ラ
イ
ン
教
育
（
登

校
）
で
２
万
人
の
受
験
生
を

対
象
に
、
８
カ
所
の
学
院
を

有
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

の
大
学
と
の
提
携
も
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
。」
と
今
後
、

国
外
へ
益
々
拡
大
し
て
い
く

抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
佐
藤
学
長
よ

り
協
定
書
の
内
容
説
明
が
あ

り
、
双
方
合
意
の
上
で
、
署

名
調
印
と
な
り
ま
し
た
。

署
名
調
印
後
、
韓
国

か
ら
の
留
学
生
で
本
学

２
年
生
の
尹 

榮
浩（
ユ

ン 

ヨ
ン
ホ
）
君
と
、

青
松
学
院
の
方
々
と
の

対
談
が
あ
り
、
大
変
親

密
な
雰
囲
気
で
、
参
加

さ
れ
た
方
々
が
本
学
に

対
し
良
い
印
象
を
持
た

れ
た
こ
と
は
、
後
の
懇

親
会
の
場
で
も
、
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
次
第

で
す
。

歯
科
大
の
国
際
化
に
向
け
て

韓
国･

青
松
学
院
と
留
学
生
受
け
入
れ
協
定
締
結

７
月
１
日
（
木
）、
長
崎

国
際
大
学
の
紹
介
で
、
本
学

は
韓
国
の
予
備
校
大
手
で
あ

る
青
松
学
院
と
、
留
学
生
受

け
入
れ
の
協
定
を
締
結
い
た

国
際
的
歯
科
大
学

へ
の
大
き
な

足
が
か
り
に

国
際
的
歯
科
大
学

へ
の
大
き
な

足
が
か
り
に

し
ま
し
た
。
締
結
の
内
容
と

し
て
は
、青
松
学
院
内
に「
日

本
留
学
の
た
め
の
日
本
語

コ
ー
ス
」
な
ら
び
に
「
神
奈

川
歯
科
大
学
進
学
コ
ー
ス
」

を
設
置
し
、
日
本
語
能
力
検

定
二
級
以
上
の
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
た
優
秀
な
学
生

に
対
し
、
海
外
指
定
校
外
国

協定書を手にチョンソル学院　キム　ヒョンジュン代表理事と本学　佐藤学長

本学佐藤学長の挨拶を受ける左よりチョンソル学院、イ ジョンソ理事、キム ドヒョン副社長、
シン ヒョンジョン理事、キム ヒョンジュン代表理事、長崎国際大学　安部理事長、本岡常務
理事、松永学務支援室室長、溝越国際交流・留学生支援センター課長

 挨拶される長崎国際大学　安部理事長
（右は、本岡常務理事）

附属病院内を小林病院長、井野副院長、菅谷副院長の案内で視察

本学川瀬副学長（左）の案内で実習棟での歯科大の授業を視察

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

韓
国
か
ら
の
留
学
生
が
、

本
学
の
学
生
と
机
を
並
べ
て

学
び
、
部
活
動
や
様
々
な
交

流
を
通
し
て
人
間
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
は
、
お
互
い
の

人
格
形
成
に
と
っ
て
良
い
結

果
を
も
た
ら
す
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
将
来
の
本
学

の
発
展
に
も
資
す
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

今
後
こ
の
展
開
を
足
が
か

り
に
、
本
学
が
よ
り
国
際
的

な
歯
科
大
学
と
標
榜
で
き
る

ユン ヨンホ君を囲んで、イ ジョンソ理事（左）と佐藤学長（右）

学
部
へ
の
留
学
生
受
け
入
れ

を
希
望
し
た
た
め
、
今
回
長

崎
国
際
大
学
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
神
奈
川
歯
科
大
学
と
の

調
印
に
い
た
り
ま
し
た
。

留
学
生
は
日
本
人
の
学
生

と
共
に
日
本
語
で
授
業
を
受

け
、
そ
の
上
で
、
自
国
の
国

家
試
験
を
自
国
語
で
受
験
す

挨拶されるキム ヒョンジュン代表理事（右）と通訳もこなされるシン ヒョンジョン理事（左）
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本
年
度
第
二
回
教
職
員

全
体
説
明
会
開
催

６
月
24
日
（
木
）
と
25
日

（
金
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

横
須
賀
の
大
講
堂
と
横
浜
研

修
セ
ン
タ
ー
７
階
大
会
議
室

で
そ
れ
ぞ
れ
、
同
じ
内
容
で

教
職
員
全
体
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
の
次
第

１　

平
成
21
年
度
決
算
報
告

２　

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

か
ら
の
報
告

３　

今
後
の
方
針

４　

質
疑
応
答

決
算
報
告
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
か
ら
の
報
告
は
別

途
、
本
紙
面
上
で
詳
細
説
明

の
と
お
り
で
す
。

今
後
の
方
針
に
つ
い
て

は
、
法
人
の
置
か
れ
て
い
る

現
状
を
全
員
が
理
解
し
、
平

成
19
年
度
に
私
立
学
校
振

興
・
共
済
事
業
団
が
示
し
た
、

私
立
大
学
の
経
営
判
断
指
標

で
教
育
研
究
活
動
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
の
評
価
向
上
を

目
指
す
べ
く
、
諸
施
策
を
打

ち
出
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
法
人
の
発
展
が
、

次
の
あ
る
い
は
そ
の
次
の
世

代
に
確
実
に
受
け
継
が
れ
て

い
く
よ
う
に
、
今
そ
の
世
代

を
中
心
に
し
て
動
き
始
め
て

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
た
ち
が
考
え
る
ア
イ

デ
ィ
ア
と
、
理
事
長

を
中
心
と
す
る
経
営

陣
が
考
え
る
方
向
性

と
の
す
り
合
わ
せ
の

中
で
、
一
年
一
年
具

体
的
に
改
革
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま

す
。　そ

う
い
っ
た
意
味

で
、
今
回
の
説
明
会

は
、
全
学
が
心
ひ
と

つ
に
し
て
目
標
に
向

か
っ
て
い
く
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
理
事
長
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
発
表
の

一
言
一
句
に
、
真
剣

に
参
加
者
が
反
応
し

て
い
ま
し
た
。

横須賀大講堂

本
学
で
は
、
法
人
の
健
全

化
を
図
る
べ
く
、
理
事
会
主

導
の
も
と
に
、「
経
営
健
全

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成

22
年
４
月
に
立
ち
上
げ
ま
し

た
。本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
形
式
の
法
人

経
営
で
は
な
く
、
現
場
の
意

見
を
法
人
の
経
営
に
最
大
限

反
映
さ
せ
、
よ
り
健
全
な
組

織
作
り
を
す
る
こ
と
を
一
番

の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
チ
ー
ム
は
管
理
職
を
除
い

た
各
職
種
か
ら
の
若
手
・
中

堅
ク
ラ
ス
を
中
心
と
し
た
コ

ア
メ
ン
バ
ー
11
名
と
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
役
割
を
果
た
す

メ
ン
タ
ー
７
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
図

１
の
よ
う
に
、
５
年
後
10
年

後
の
本
法
人
の
将
来
像
を
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
で
考
え
掲
げ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
本
年
２
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
５
回
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
、
総
勢

２
０
０
名
の
教
職
員
が
参
加

し
た
学
内
研
修
会
に
お
い
て

出
さ
れ
た
意
見
を
集
約
し
た

も
の
で
す
。
組
織
と
い
う
の

は
往
々
に
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
も
の
で

す
。
そ
の
問
題
を
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
問
題
に
対

し
て
対
症
療
法
的
な
問
題
解

決
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
て

い
る
と
、
１
つ
の
問
題
を
解

決
し
た
後
に
ま
た
す
ぐ
別
の

問
題
に
取
り
掛
か
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
大
変
な
労
力

と
時
間
を
必
要
と
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
行
の
問
題

解
決
型
の
成
り
行
き
の
将
来

像
で
は
な
く
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

で
の
将
来
像
を
掲
げ
、
そ
の

将
来
像
を
見
据
え
、
逆
算
的

に
捉
え
た
際
に
必
要
と
な
る

緊
急
対
策
、
整
合
性
の
と
れ

た
対
症
療
法
、
ル
ー
ル
作
り

等
を
理
事
会
と
現
場
を
巻
き

込
み
、
検
討
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
図
１
に
あ
る
将

来
像
に
向
け
、
８
つ
の
テ
ー

マ
に
分
け
ま
し
た
（
図
２
︲ 

１
～
８
）。
各
テ
ー
マ
に
教

職
員
の
参
加
を
募
り
、
総
勢

74
名
の
協
力
が
得
ら
れ
ま
し

た
。各

テ
ー
マ
の
あ
る
べ
き
将

来
像
を
設
定
す
る
こ
と
で
全

体
像
を
把
握
し
、
今
後
の
方

向
性
を
明
確
に
し
ま
す
。
そ

の
う
え
で
、
あ
る
べ
き
姿
と

現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
分
析

を
行
い
、
問
題
点
・
課
題
を

抽
出
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
具

体
的
な
戦
略
・
施
策
を
考
案

し
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
・
現
場
の
教
職
員
・
理
事

会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た

う
え
で
健
全
化
案
と
し
て
、

理
事
会
に
提
言
し
承
認
さ
れ

る
事
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。私

た
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
だ
け
で
は
そ
の
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
当

事
者
意
識
を
持
っ
た
全
教
職

員
の
主
体
的
な
協
力
が
不
可

欠
で
す
。

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

（
平
成
22
年
６
月
24
、
25

日　

全
体
説
明
会
で
報
告
）

横浜会場

6月9日　理事会と経営健全化プロジェクトとの意見交換会

健
全
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
捗
状
況

● 

ニ
ュ
ー
ス
＆
レ
ポ
ー
ト
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学校名 学部・学科 入学
定員

総
定員

在籍学生数 21年度
充足率平成

20年度
平成

21年度

神奈川歯科
大学

歯学部 120 720 753 751 104.3%
大学院　歯学研究科 18 72 67 48 66.7%
神奈川歯科大学　計 138 792 820 799 100.9%

湘南短期
大学

歯科衛生学科 120 360 224 182 50.6%
看護学科 80 240 172 256 106.7%
ヒューマンコミュニケーション学科 45 90 113 102 113.3%
湘南短期大学　計 245 690 509 540 78.3%

神奈川歯科大
学附属歯科技
工専門学校

歯科技工学科 30 60 32 33 55.0%
専攻科 10 20 11 12 60.0%
歯科技工専門学校　計 40 80 43 45 56.3%

１．法人の概要
（1）設置する学校・学部・学科および入学定員、学生数の状況� 　（単位　人）

２．事業の概要
（1）教育・研究関係
　　① Aiセンター CT装置 18,060,000円
　　② 解剖処置室環境改善システム 9,870,000円
　　③ 戦略的大学連携支援事業 9,240,000円

事業名称「口腔医学の学問体系の確立と医学・歯
学教育体制の再考」
平成20年度より3年間、文部科学省により採択され、福岡歯科
大学を代表校として本学を含む全国の8つの私立歯科大学等が
行っている事業です。

（2）学内ネットワーク関連
　　① ファイアーウォールサーバー 14,115,120円
（3）附属病院
　　① 次期医事システム 83,855,100円
　　② 空調増設工事（2階、6階診療室） 6,142,500円
　　③ 歯科用CT装置 13,421,100円

区分 法人 歯学部 短期大学 技工専
門学校

附属
病院

横浜研修
センター 合計歯科衛生 ヒューマン 看護 短大 計

教授 41 8 6 4 18 59
准教授 26 1 2 2 5 31
講師 66 4 2 5 11 77
助教 58 0 1 2 3 61
助手 9 4 2 8 14 23
教員 5 5
教員補助 2 1 1 62 58 123
医員 54 28 82
研修歯科医 92 20 112
教育　計 0 202 17 13 22 52 5 208 106 573
役員 3 3
事務員 42 5 5 5 15 1 13 8 79
技術職員・用務員 9 1 10
特別研究員 12 12
管理　計 3 63 5 5 5 15 1 14 8 101

合計 3 265 22 18 27 67 6 222 114 677

※在籍学生数は平成21年5月1日現在の人数

（2）役員・教職員の概要� 平成21年5月1日現在の人数　（単位　人）

●�資金収支計算書　21年4月1日から22年3月31日まで� （単位　円）

●�消費収支計算書　21年4月1日から22年3月31日まで
学校法人神奈川歯科大学� （単位　円）

●�貸借対照表� 　22年3月31日� （単位　円）

資産の部
科　　　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　　　減

固定資産 25,342,264,024 28,331,133,605 ▲ 2,988,869,581
　有形固定資産 19,391,020,415 20,952,040,152 ▲ 1,561,019,737
     土地 3,711,874,174 3,711,874,174 0
     建物 10,897,051,684 12,022,946,561 ▲ 1,125,894,877
　　その他の有形　　
　　固定資産 4,782,094,557 5,217,219,417 ▲ 435,124,860

　その他の固定資産 5,951,243,609 7,379,093,453 ▲ 1,427,849,844
流動資産 3,498,435,943 3,854,947,484 ▲ 356,511,541
  現金預金 2,836,286,727 2,992,224,976 ▲ 155,938,249
  その他の流動資産 662,149,216 862,722,508 ▲ 200,573,292
資産の部合計 28,840,699,967 32,186,081,089 ▲ 3,345,381,122
負債の部

科　　　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　　　減
固定負債 2,501,920,887 2,573,270,004 ▲ 71,349,117
     長期借入金 0 0 0
     退職給与引当金 2,501,920,887 2,573,270,004 ▲ 71,349,117
流動負債 1,501,221,628 1,811,415,319 ▲ 310,193,691
     短期借入金 0 0 0
     その他の流動負債 1,501,221,628 1,811,415,319 ▲ 310,193,691
負債の部合計 4,003,142,515 4,384,685,323 ▲ 381,542,808
基本金の部

科　　　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　　　減
第１号基本金 33,559,632,777 33,363,006,198 196,626,579
第２号基本金 0 0 0
第３号基本金 86,000,000 86,000,000 0
第４号基本金 664,000,000 935,000,000 ▲ 271,000,000
基本金の部合計 34,309,632,777 34,384,006,198 ▲ 74,373,421
消費収支差額の部

科　　　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　　　減
翌年度繰越消費支出超過額 ▲ 9,472,075,325 ▲ 6,582,610,432 ▲ 2,889,464,893
消費収支差額の部合計 ▲ 9,472,075,325 ▲ 6,582,610,432 ▲ 2,889,464,893

科　　　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　　　減
負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計 28,840,699,967 32,186,081,089 ▲ 3,345,381,122

収入の部
科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

学生生徒等納付金収入 4,877,070,000 4,780,201,000 96,869,000
手数料収入 46,048,000 26,446,650 19,601,350
寄付金収入 28,395,000 19,628,517 8,766,483
補助金収入 788,554,000 364,761,393 423,792,607
　国庫補助金収入 778,949,000 356,015,000 422,934,000
　地方公共団体補助金収入 9,592,000 8,746,393 845,607
　日本国際協会からの
　援助金収入 13,000 0 13,000

資産運用収入 81,147,000 106,261,944 ▲ 25,114,944
資産売却収入 0 0 0
事業収入 1,855,315,000 1,949,947,932 ▲ 94,632,932
雑収入 311,187,000 298,621,838 12,565,162
借入金等収入 0 0 0
前受金収入 1,101,250,000 836,110,000 265,140,000
その他の収入 2,864,125,000 2,767,968,663 96,156,337
資金収入調整勘定 ▲ 1,649,978,000 ▲ 1,479,304,369 ▲ 170,673,631
前年度繰越支払資金 2,359,764,000 2,992,224,976
収入の部合計 12,662,877,000 12,662,868,544 8,456
支出の部

科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異
人件費支出 4,900,526,000 4,919,315,166 ▲ 18,789,166
教育研究経費支出 1,630,880,000 1,680,898,139 ▲ 50,018,139
管理経費支出 803,267,000 825,446,645 ▲ 22,179,645
借入金等利息支出 0 0 0
借入金等返済支出 0 0 0
施設関係支出 144,685,000 11,639,250 133,045,750
設備関係支出 197,631,000 208,060,965 ▲ 10,429,965
資産運用支出 248,008,000 2,260,032 245,747,968
その他の支出 2,946,229,000 2,606,050,192 340,178,808
〔予備費〕 （　　　　　）
資金支出調整勘定 ▲ 418,487,000 ▲ 427,088,572 8,601,572
次年度繰越支払資金 2,210,138,000 2,836,286,727 ▲ 626,148,727
支出の部合計 12,662,877,000 12,662,868,544 8,456

消費収入の部
科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

学生生徒等納付金 4,877,070,000 4,780,201,000 96,869,000
手数料 46,048,000 26,446,650 19,601,350
寄付金 43,429,000 30,237,056 13,191,944
補助金 788,554,000 364,761,393 423,792,607
　国庫補助金 778,949,000 356,015,000 422,934,000
　地方公共団体補助金 9,592,000 8,746,393 845,607
　日本国際協会
　からの援助金 13,000 0 13,000

資産運用収入 81,147,000 106,261,944 ▲ 25,114,944
資産売却差額 0 0 0
事業収入 1,855,315,000 1,949,947,932 ▲ 94,632,932
雑収入 311,187,000 298,675,667 12,511,333
帰属収入合計 8,002,750,000 7,556,531,642 446,218,358
基本金組入額合計 ▲ 297,476,000 ▲ 207,530,238 ▲ 89,945,762
消費収入の部合計 7,705,274,000 7,349,001,404 356,272,596
消費支出の部

科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異
人件費 4,941,458,000 4,847,966,049 93,491,951
教育研究経費 3,122,039,000 3,186,887,280 ▲ 64,848,280
管理経費 1,081,182,000 1,107,926,261 ▲ 26,744,261
借入金等利息 0 0 0
資産処分差額 1,377,260,000 1,377,259,359 641
徴収不能引当金繰入額 0 331,007 ▲ 331,007
消費支出の部合計 10,521,939,000 10,520,369,956 1,569,044
当年度消費支出超過額 2,816,665,000 3,171,368,552
前年度繰越消費支出超過額 2,063,334,000 6,582,610,432
基本金取崩額 0 281,903,659
翌年度繰越消費支出超過額 4,879,999,000 9,472,075,325

し
た
。

管
理
経
費
に
つ
い
て
は
光
熱
水
費

や
修
繕
費
が
減
少
し
た
も
の
の
、
資

産
運
用
に
か
か
る
調
査
委
員
会
等
の

費
用
や
横
浜
研
修
セ
ン
タ
ー
の
医
事

シ
ス
テ
ム
保
守
、
リ
ー
ス
料
等
か
ら
、

手
数
料
報
酬
、
業
務
委
託
費
、
賃
借

料
が
増
加
、
減
価
償
却
額
の
過
年
度

償
却
不
足
額
の
計
上
に
よ
り
、
４
千

百
万
円
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
有
価
証
券
の
処
分
や
時

価
評
価
に
よ
る
評
価
差
額
、
減
価
償

却
引
当
特
定
資
産
の
時
価
評
価
に
よ

る
減
損
差
額
を
計
13
億
５
千
５
百
万

円
計
上
し
ま
し
た
。
前
年
度
と
比
べ

る
と
、
27
億
３
千
８
百
万
円
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出
を
差
し

引
い
た
当
年
度
の
消
費
収
支
差
額
は

31
億
７
千
百
万
円
の
支
出
超
過
と
な

り
ま
し
た
。

資
金
収
支
計

算
の
目
的
は
、

そ
の
会
計
年
度

（
４
月
１
日
か
ら

翌
年
３
月
31
日
）

の
諸
活
動
に
対

応
す
る
す
べ
て

平
成
21
年
度
資
金

収
支
計
算
書
の
概
要

2
平
成
21
年
度
資
金

収
支
計
算
書
の
概
要

2

の
収
入
お
よ
び
支
出
の
内
容
と
、
そ

の
年
度
に
お
け
る
支
払
資
金
の
収
支

の
顛
末
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。

資
金
収
入
、
支
出
と
も
消
費
収
支

計
算
書
の
概
要
の
と
お
り
で
す
。（
消

費
収
支
固
有
の
現
物
寄
付
、
退
職
給

与
引
当
金
繰
入
額
、
減
価
償
却
額
、

資
産
処
分
差
額
、
徴
収
不
能
引
当
金

繰
入
額
は
除
く
）

施
設
関
係
支
出
に
つ
い
て
は
、
附

属
病
院
次
期
診
療
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
工
事
等
を
整
備
し
、
１
千
２

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

設
備
関
係
支
出
は
Ａ
ｉ
セ
ン
タ
ー

Ｃ
Ｔ
装
置
や
解
剖
処
置
室
環
境
改
善

シ
ス
テ
ム
、
戦
略
的
大
学
連
携
支
援

事
業
（
事
業
名
称
「
口
腔
医
学
の
学

問
体
系
の
確
立
と
医
学
・
歯
学
教
育

体
制
の
再
考
」
と
し
て
、
平
成
20
年

度
よ
り
３
年
間
、
文
部
科
学
省
に
よ

り
採
択
さ
れ
、
福
岡
歯
科
大
学
を
代

表
校
と
し
て
本
学
を
含
む
全
国
の
８

つ
の
私
立
歯
科
大
学
等
が
行
っ
て
い

る
事
業
）、
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

フ
ァ
イ
ア
ー
ウ
ォ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
、

附
属
病
院
空
調
増
設
、
附
属
病
院
次

　
　
　
　

期
医
事
シ
ス
テ
ム
、
歯
科

用
Ｃ
Ｔ
装
置
等
を
整
備
し
、

２
億
８
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

学
生
生
徒
等
納
付
金
収

入
か
ら
雑
収
入
ま
で
の
収

入
合
計
75
億
４
千
６
百
万

円
か
ら
、
人
件
費
支
出
か

ら
設
備
関
係
支
出
ま
で
の

支
出
合
計
76
億
４
千
５
百

万
円
の
差
が
△
９
千
９
百

万
円
と
な
り
、
前
受
金
収

入
や
資
産
運
用
支
出
、
そ

の
他
の
収
入
・
支
出
、
調

整
勘
定
の
差
が
△
５
千
６

百
万
円
で
、
そ
の
合
計
△

１
億
５
千
６
百
万
円
が
前
年
度
繰
越

支
払
資
金
か
ら
減
少
し
、
次
年
度
支

払
資
金
は
28
億
３
千
６
百
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

【
資
産
の
部
】

有
形
固
定
資
産
の
減
少
は
、
建
物
・

構
築
物
・
機
器
備
品
の
減
価
償
却
に

よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
他
の
固
定
資

産
の
減
少
額
は
、
平
成
20
年
度
に
引

き
続
き
減
価
償
却
引
当
特
定
資
産
の

資
産
運
用
に
よ
る
評
価
損
等
の
計
上

に
よ
る
も
の
で
す
。

【
負
債
の
部
】

一
方
、
負
債
に
つ
い
て
、
前
受
金

は
主
に
歯
学
部
の
入
学
者
減
少
に
よ

り
、
約
２
億
３
千
４
百
万
円
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
退
職
給
与

引
当
金
も
期
末
退
職
金
要
支
給
額
が

減
少
し
て
お
り
対
前
年
度
実
績
で
７

千
百
万
円
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

退
職
給
与
引
当
金
は
期
末
の
必
要
額

を
基
に
、
私
立
大
学
退
職
金
財
団
掛

金
と
交
付
額
の
調
整
額
を
加
減
し
た

金
額
の
１
０
０
％
を
引
き
当
て
て
い

ま
す
。

負
債
の
部
で
特
筆
す
べ
き
点
は
、

平
成
21
年
度

貸
借
対
照
表
の
概
要

3
平
成
21
年
度

貸
借
対
照
表
の
概
要

3

本
法
人
に
お
い
て
は
毎
年
度
安
定
的

に
有
形
固
定
資
産
を
取
得
し
て
い
ま

す
が
、
借
入
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
基
本
金
の
部
】

基
本
金
に
つ
い
て
は
、
第
１
号
基

本
金
に
お
い
て
、
建
物
・
機
器
備
品
・

図
書
取
得
に
よ
る
組
入
が
あ
り
、
ま

た
、
恒
常
的
に
保
持
す
べ
き
資
金
を

表
す
第
４
号
基
本
金
は
過
年
度
組
入

の
修
正
で
２
億
７
千
百
万
円
取
崩
と

な
っ
て
い
ま
す
。

当
法
人
は
借
入
金
も
な
く
、
固
定

資
産
、
流
動
資
産
あ
わ
せ
て
、
２
８

８
億
４
千
万
円
の
資
産
が
あ
り
ま
す

が
、
慢
性
的
な
消
費
支
出
超
過
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
学
校
の
永
続
性
を

担
保
す
る
た
め
に
も
消
費
収
支
バ
ラ

ン
ス
の
確
保
が
急
務
と
認
識
し
て
お

り
、
今
後
は
学
生
納
付
金
に
依
存
し

な
い
収
入
源
の
確
保
や
更
な
る
支
出

削
減
を
行
い
、
早
期
に
消
費
収
支
の

改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
神
奈
川
歯
科
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
財
務
状
況（http://www.

kdcnet.ac.jp/aboutkdc/
com

pany/index.html

）
か
ら
も

財
務
報
告
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平
成
21
年
度

決
算
に
つ
い
て

平
成
21
年
度
決
算
は
平
成
22
年
５

月
25
日
に
監
事
の
監
査
報
告
を
受
け
、

平
成
22
年
５
月
26
日
に
理
事
会
並
び

に
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
消
費
収
入
】

平
成
21
年
度
の
帰
属
収
入
は
75
億

５
千
７
百
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較

す
る
と
10
億
９
千
８
百
万
円
の
減
収

と
な
り
ま
し
た
。

学
生
生
徒
等
納
付
金
に
つ
い
て
は
、

看
護
学
科
が
完
成
年
度
を
迎
え
、
看

護
学
科
の
学
生
数
は
増
加
し
た
も
の

の
、
大
学
院
、
歯
科
衛
生
学
科
の
学

生
数
の
減
少
、
歯
学
部
の
歯
学
教
育

充
実
資
金
の
値
下
げ
に
よ
り
、
５
千

３
百
万
円
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
経
常
費
補

助
金
が
減
額
交
付
と
な
っ
た
こ
と
か

平
成
21
年
度

消
費
収
支
計
算
書
の

概
要
（
前
年
度
対
比
）

1
平
成
21
年
度

消
費
収
支
計
算
書
の

概
要
（
前
年
度
対
比
）

1

ら
、
５
億
６
千
８
百
万
円
の
減
収
と

な
り
ま
し
た
。

医
療
収
入
も
１
億
１
千
９
百
万
円

の
減
収
、
雑
収
入
は
退
職
者
の
減
少

に
よ
り
私
立
大
学
退
職
金
財
団
交
付

金
が
減
収
と
な
り
、
２
億
５
千
百
万

円
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

【
消
費
支
出
】

消
費
支
出
は
１
０
５
億
２
千
万
円

で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
34
億
９

千
６
百
万
円
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
賞
与
支
給

の
引
き
下
げ
、
時
間
外
手
当
支
給
の

見
直
し
、
退
職
者
減
少
等
に
よ
り
、

13
億
４
千
３
百
万
円
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

教
育
研
究
経
費
に
つ
い
て
は
、
入

学
時
減
免
措
置
に
よ
り
奨
学
費
が
５

千
百
万
円
増
加
、
減
価
償
却
額
の
計

算
見
直
し
に
よ
る
、
過
年
度
償
却
不

足
額
を
当
年
度
計
上
し
た
こ
と
に
よ

り
、
５
億
４
千
万
円
増
加
と
な
り
ま
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ワンランクアップの歯科医療を目指す

事務局：神奈川歯科大学生涯研修企画室
連絡先：shougaikenshuu@kdcnet.ac.jp

電話：046-822-8824（月、水、金　各9時～17時）

神奈川歯科大学生涯研修コース神奈川歯科大学生涯研修コース
　超高齢化社会の到来とともに歯科医療のあり方が問われています。歯科医師過剰時代とも言われ、歯科医療の質の問題
が指摘され、今後の歯科医療の発展にとって歯科医師個人の資質向上が重要な課題となっております。Evidence Based 
Dentistry (EBD) が強調される中、神奈川歯科大学では、一段階上の歯科医療を目指し、国民に最先端の歯科医療を提供でき
る歯科医師養成を目的に、神奈川歯科大学生涯研修コースを企画しました。皆様の奮っての参加をお待ちしています。

〈内容〉
１. 初診時の問診のポイント
２. 中心位の意義と採得法
３. 下顎運動計測の意義
４. フェイスボー・トランスファー
５. 咬合器への模型付着
６. 臨床における咬合の診断

開催日時：平成22年11月 6日（土）13時30分～16時 30分
　　　　　平成22年11月 7日（日）10時～16時
開催場所：神奈川歯科大学（横須賀）
受講料：一般2万円、研修医・医員8千円、学生5千円　（昼食含）

１. 矯正治療入門コース
不正咬合の診断に必要な咬合の知識および矯正治療に関す
る基礎ついて講義と実習で学ぶ1年（12日間）コース
場所：神奈川歯科大学
日程：平成23年 1月に開講、以後2カ月おき1年間継
続します。日程の詳細については事務局に連絡ください。

２. 矯正治療実践コース
不正咬合の実践的治療を患者の治療を通して学ぶ2年間
（18日＋2日）コース（定員15名）
場所：神奈川歯科大学
日程：平成22年10月に開講、以後３カ月おきに2年間
継続します。日程の詳細については事務局に連絡ください。

詳細はメールで事務局におたずね下さい

矯正治療を日常の咬合治療に
取り入れるために

〈第1期コース〉2010年 12月 11,12日（定員20名）
〈第2期コース〉2010年 12月 18,19日（定員20名）

場所：横浜研修センター F6会議室、大講堂
講師：石井信之
主催：神奈川歯科大学生涯研修コース
講習費用：105,000円（昼食、実習費用込み）
懇親会費用：5,000円

3D エンド＆マイクロスコープ
2 日間マスターコース

主宰：石井信之

〈 第１日目 〉
10：00～ 11：20
３Dエンドのコンセプト＆マイクロス
コープによるエンド

11：30～ 12：50
根管形成＆Ni-Ti
Rotary File の変遷
ProTaper を根管形成

12：50～ 13：00 午前中の質疑
13：00～ 14：00 昼食
14：00～15：30 実習①マイクロスコー
プ調整法

15：40～ 17：00 実習②３Dエンド
Ni-Ti ファイルによる根管形成
実習③３Dエンド３D根管充填去

〈 第 2日目 〉
9：00～ 10：30
根管充填法の変遷＆３D根管充填の実際

10：40～ 12：00
MTAセメントによるリカバリーエンド
実習④Ni-Ti ファイルによる前歯、大
臼歯根管形成

15：00～ 16：00
実習⑤前歯、大臼歯３D根管充填

協賛企業
（株）デンツプライサンキン、（株）ヨシダ、（株）GC, （株）モリタ、（株）オサダ、
（株）ペントロンジャパン、(株 ) ヒューフレデイ、（株）田中歯科商店

総義歯に与える咬合について
―歯科技工士の立場から―

講師：生田龍平（フェリーチェ）
斎藤隆司（横浜）コアデンタル）
会場：神奈川歯科大学附属歯科技工専門学校
内容：講演と配列実習による1日コース
日時：平成22年11月 7日（日）10:00～17:00
協力：株式会社GC　フェリーチェ　神奈川歯科大学技工科

高齢者の歯科と口腔ケアーの実際
講師：黒岩恭子、久保田守、藤田かおり（歯科衛生士）
会場：湘南短期大学
内容：講演と口腔ケアー　実習による1日コース
日時：平成23年1月（予定、詳細は事務局まで）
協力：川本産業株式会社，ティーアンドケー株式会社

高齢社会に向けて歯科医療
の根本を見直す

       高齢社会の歯科治療
主宰：荒川秀樹

このコースでは、日常の臨床に応用できる咬合診断に必
要な初歩的（基本的）な内容を分かりやすく解説いたし
ます。この初級コースをきっかけにして、あらゆる歯科
治療を成功に導く咬合、顎機能に関する基礎知識を理解
していただき、患者の信頼を勝ち得るワンランク上の歯
科医師になるためのお手伝いをさせていただきます。

咬合診断に必要な基礎知識
（初級コース）

基本的なことをマスターしておこう！
主宰：玉置勝司

神奈川歯科大学顎口腔機能修復科学講座 有床義歯補綴学分野

矯正臨床コース
主宰：佐藤貞雄
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本
年
、
本
法
人
は
開
学

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
今
か
ら
１
０
０
年
前
、

１
９
１
０
年
、
明
治
43
年

大
久
保
潜
龍
が
開
学
し
た
東

京
女
子
歯
科
医
学
講
習
所
に

始
ま
り
ま
す
。
１
０
０
年
も

し
く
は
そ
れ
以
上
の
歴
史
を

持
つ
学
校
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ほ
ど
数
が
多
い
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
１
０
０
年
前

に
１
０
０
年
後
の
需
要
を
見

据
え
、
１
０
０
年
間
学
生
の

入
学
希
望
が
あ
る
学
習
環
境

を
維
持
し
、
そ
し
て
卒
業
し

た
学
生
が
１
０
０
年
間
社
会

で
貢
献
で
き
る
よ
う
に
教
育

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
学
校

法
人
神
奈
川
歯
科
大
学
は

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
わ
け

で
す
。

大
久
保
潜
龍
の
先
見
の

明
、
時
代
時
代
で
学
校
を
支

え
た
先
人
達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
、
多
く
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
き
た
行
動
力
に
感
謝

し
、
そ
の
歴
史
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
母

校
が
、
１
０
０
年
の
長
い
伝

統
を
持
つ
学
校
で
あ
る
こ
と

を
知
る
こ
と
は
、
学
校
に
対

す
る
見
識
が
向
上
し
、
学
校

へ
誇
り
を
持
ち
、
勉
学
へ
の

前
向
き
な
姿
勢
が
向
上
す
る

も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
１
０
０
年
の
歴

史
を
振
り
返
る
こ
と
は
、
長

い
歴
史
を
作
っ
た
先
代
を
讃

え
、
学
生
教
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
新
し
い
一
歩
を
踏
み

１
０
０
周
年
の
意
義

１
０
０
周
年
の
意
義

出
す
決
意
を
共
有
す
る
た
め

の
一
助
と
し
て
意
義
が
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
歴
史
を
知

る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で

す
。本

学
の
１
０
０
年
の
歴
史

は 

順
風
満
帆
で
来
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
戦
後

の
教
育
改
革
で
、
開
学
以
来

守
っ
て
き
た
「
女
子
の
た
め

の
歯
科
医
師
養
成
」
は
認
可

さ
れ
ず
、
当
時
の
日
本
女
子

歯
科
医
学
専
門
学
校
は
昭
和

25
年
に
閉
学
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、「
女

子
の
た
め
の
歯
科
教
育
」
へ

の
情
熱
は
受
け
継
が
れ
、
神

奈
川
歯
科
大
学
が
開
校
し
た

昭
和
39
年
ま
で
の
14
年
間

は
、
日
本
女
子
歯
科
医
学
専

門
学
校
時
代
の
清
水
精
一
理

事
長
、
堀
武
病
院
長
、
川
村

二
郎
事
務
局
長
が
中
心
と
な

り
、
昭
和
25
年
開
学
の
日
本

女
子
厚
生
学
校
、
昭
和
27
年

開
学
の
日
本
女
子
衛
生
短
期

大
学
と
し
て
歴
史
を
繋
ぎ
ま

し
た
。
そ
れ
は
現
在
の
湘
南

短
期
大
学
に
引
き
継
が
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
歯
科
衛

生
士
を
養
成
し
な
が
ら
木
本

鎮
雄
先
生
、
檜
垣
麟
三
先
生

が
加
わ
り
昭
和
39
年
に
神
奈

川
歯
科
大
学
が
開
校
し
ま
し

た
。
本
学
の
１
０
０
年
の
歴

史
の
特
徴
は
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
通
常

１
０
０
周
年
と
は
学
校
名
、

本
学
１
０
０
周
年

の
特
徴

本
学
１
０
０
周
年

の
特
徴

所
在
地
、
学
校
の
特
徴
な
ど

が
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す

が
、
本
学
の
場
合
は
、「
歯

科
医
師
養
成
」
は
中
断
し
ま

し
た
が
人
が
歴
史
を
引
き
継

ぎ
、
衛
生
士
養
成
学
校
を
作

り
、
後
に
歯
科
医
師
養
成
を

復
活
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
方

た
ち
の
銅
像
が
学
内
に
あ
り

ま
す
。
今
回
は
こ
の
時
代
の

歴
史
を
繋
い
だ
方
々
が
テ
ー

マ
で
す
。

清
水
精
一
、
堀
武
、
川
村

二
郎
、
木
本
鎮
雄
、
檜
垣　

麟
三　

各
氏
で
す
。

清
水
精
一
先
生
は
、
昭
和

12
年
日
本
女
子
歯
科
医
学
専

門
学
校
（
財
団
法
人　

日
本

女
子
歯
科
医
専
）
理
事
長
に

就
任
さ
れ
、
ま
た
、
第
９
代

学
長
を
務
め
ま
し
た
。
日
本

女
子
歯
科
医
学
専
門
学
校
最

後
の
学
長
で
す
。
堀
武
先
生

人
が
繋
い
だ
歴
史

人
が
繋
い
だ
歴
史

❶ 

日
本
女
子
歯
科
医
学

専
門
学
校
閉
学
か
ら

歯
科
衛
生
士
養
成
へ

❶ 

日
本
女
子
歯
科
医
学

専
門
学
校
閉
学
か
ら

歯
科
衛
生
士
養
成
へ

は
、
昭
和
18
年
２
月
に
病
院

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
戦

後
の
昭
和
21
年
４
月
、
歯
科

教
育
審
議
会
が
発
足
し
、
歯

科
医
学
専
門
学
校
指
定
規
則

が
改
正
さ
れ
、
昭
和
25
年
ま

で
に
歯
科
医
学
専
門
学
校
は

歯
科
大
学
に
昇
格
さ
せ
る
こ

と
、
女
子
歯
科
大
学
は
認
め

ず
共
学
に
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
日
本

女
子
歯
科
医
学
専
門
学
校
は

閉
学
と
な
り
昭
和
23
年
か
ら

学
生
募
集
は
停
止
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
昭
和
22
年
に

川
村
二
郎
氏
が
事
務
局
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
25

年
３
月
日
本
女
子
歯
科
医
学

専
門
学
校
最
後
の
第
24
回
卒

業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
同
年
４
月
、
創
立
者

（
理
事
長
）
清
水
精
一
先
生
、

校
長
堀
武
先
生
で
歯
科
衛
生

士
養
成
を
目
的
と
し
た
日
本

厚
生
学
校
（
法
人
名　

学
校

法
人
日
本
厚
生
学
園
）
が
開

学
し
ま
し
た
。
こ
の
学
校
は

修
業
年
限
が
１
年
で
歯
科
衛

生
士
の
資
格
の
み
だ
っ
た
た

め
、
昭
和
27
年
歯
科
衛
生
士

と
保
健
教
諭
の
養
成
を
目
的

と
し
た
日
本
女
子
衛
生
短
期

大
学
を
開
学
し
ま
し
た
。
校

長
は
堀
武
先
生
で
し
た
。
翌

年
昭
和
28
年
に
は
養
護
教
諭

養
成
過
程
も
認
可
さ
れ
、
３

資
格
付
与
が
始
ま
り
ま
し

た
。
昭
和
29
年
に
は
日
本
女

子
歯
科
厚
生
学
校
を
別
科
と

し
ま
し
た
。
清
水
精
一
先
生

は
、
昭
和
34
年
に
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

理
事
長
は
堀
武
先
生
が
兼
任

さ
れ
、
川
村
常
務
理
事
が
実

務
の
補
佐
役
に
な
り
ま
し

た
。

❷
歯
科
大
学
復
興

昭
和
36
年
、
木
本
鎮
雄
先

生
が
、
理
事
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
木
本
先
生
は
日
本

歯
科
大
学
の
事
務
局
長
を
歴

任
さ
れ
歯
科
大
の
運
営
に
長

け
た
方
で
し
た
。
こ
の
頃
、

木
本
理
事
長
と
本
学
堀
、
川

村
両
首
脳
に
よ
る
会
談
が
発

端
と
な
り
こ
の
３
名
を
中
心

と
し
た
歯
科
大
学
設
立
へ
の

流
れ
が
加
速
し
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
年
に

榊
原
悠
紀
太
郎
教
授
に
よ

り
、
臨
床
実
習
に
臨
む
に
あ

た
っ
て
精
神
的
区
切
り
を
つ

け
る
た
め
の
戴
帽
式
が
始
ま

り
、
今
で
も
看
護
学
科
、
歯

科
衛
生
学
科
で
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。
歯
科
大
学
新
設

の
動
き
は
38
年
の
申
請
で
受

理
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
10
年
か
ら
学
園
の
所

在
地
で
あ
っ
た
大
岡
山
（
大

森
区
北
千
束
町
79
番
地
）は
、

短
期
大
学
、
歯
科
大
学
の
併

設
に
は
手
狭
だ
っ
た
た
め
、

現
在
の
横
須
賀
へ
移
転
し
た

の
も
昭
和
38
年
で
し
た
。
歯

科
大
学
の
新
設
に
あ
た
り
学

園
名
が
学
校
法
人
神
奈
川
歯

科
大
学
と
な
り
、
法
人
組
織

の
強
化
が
行
わ
れ
、
昭
和
39

年
、
神
奈
川
歯
科
大
学
発
足

時
、
中
原
実
理
事
長
、
檜
垣

麟
三
学
長
が
就
任
し
ま
し

た
。
病
院
長
は
堀
武
先
生
で

し
た
。
昭
和
45
年
、
第
一
回

卒
業
式
直
前
の
１
月
、
檜
垣

麟
三
初
代
学
長
が
逝
去
さ
れ

た
た
め
、
２
月
に
堀
病
院
長

（
短
大
学
長
）
が
、
２
代
目

の
神
奈
川
歯
科
大
学
学
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

昭
和
46
年
、
中
原
理
事
長

が
辞
任
さ
れ
、
木
本
鎮
雄
学

園
長
が
理
事
長
に
就
任
し
ま

し
た
が
、
翌
47
年
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
同

年
川
村
二
郎
常
務
理
事
が
３

代
目
理
事
長
に
就
任
し
ま
し

た
。横

須
賀
に
移
転
以
来
、
日

本
女
子
衛
生
短
期
大
学
、
神

奈
川
歯
科
大
学
の
校
舎
、
附

属
病
院
、
研
究
棟
、
図
書
館

そ
の
他
施
設
や
学
内
組
織
の

整
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、

学
校
と
し
て
完
成

学
校
と
し
て
完
成

昭
和
50
年
、
大
学
院
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
54
年
に

は
大
学
院
の
第
一
回
学
位
記

授
与
式
も
終
了
し
、
ま
さ
に

大
学
と
し
て
体
を
成
し
た
年

に
堀
武
学
長
が
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
清
水

精
一
、
堀
武
、
川
村
二
郎
、

木
本
鎮
雄
、
檜
垣
麟
三
各
氏

が
中
心
と
な
り
、
日
本
女
子

歯
科
医
学
専
門
学
校
閉
学
か

ら
歯
科
衛
生
士
教
育
開
始
、

歯
科
医
学
教
育
の
再
開
、
そ

し
て
学
校
と
し
て
の
完
成
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

日
本
女
子
歯
科
医
学
専
門
学

校
70
年
記
念
誌
よ
り
、
日
本

女
子
歯
科
医
專
当
時
か
ら
神

奈
川
歯
科
大
学
開
学
ま
で
を

記
し
た
堀
武
先
生
の
寄
稿
を

一
部
引
用
し
ま
す
。
当
時
の

様
子
と
、
女
子
の
た
め
の
歯

科
医
学
教
育
が
共
学
の
神
奈

川
歯
科
大
学
に
な
っ
た
理
由

が
伺
え
ま
す
。

「
私
は
昭
和
18
年
に
日
本

女
子
歯
科
医
専
に
赴
任
後
、

過
去
の
戦
争
中
・
戦
後
の
中

に
あ
っ
て
、
あ
わ
た
だ
し
い

学
校
の
状
況
や
、
廃
校
と
運

命
ず
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
の

大
学
再
建
ま
で
、
十
数
年
間

辛
酸
を
な
め
た
生
活
は
忘
れ

る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。
が
し
か
し
、
こ
れ

等
の
思
い
出
も
、
遠
い
過
去

と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も

今
で
は
あ
の
古
び
た
狭
い
母

校
が
生
涯
忘
れ
得
ぬ
懐
か
し

い
記
憶
と
な
っ
て
お
る
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
そ
れ
に
就
き

ま
し
て
は
、
た
だ
今
横
須
賀

に
あ
り
ま
す
神
奈
川
歯
科
大

学
は
ご
承
知
と
は
思
い
ま
す

が
、
日
本
女
子
歯
科
医
専
が

大
学
と
し
て
復
活
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

就
い
て
、
実
は
大
学
と
し
て

の
復
活
に
数
年
間
奔
走
し

て
、
や
や
設
立
の
見
通
し
が

立
ち
ま
し
た
の
で
、
ま
ず
第

一
に
決
定
し
ま
し
た
の
は
、

日
本
女
子
歯
科
大
学
の
名
称

で
発
足
す
る
こ
と
と
し
て
、

こ
れ
に
違
反
が
な
い
よ
う
に

誓
約
書
ま
で
取
り
交
わ
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

い
よ
い
よ
軌
道
に
乗
っ
て
来

た
時
期
に
お
い
て
調
べ
ま
し

た
と
こ
ろ
現
在
も
そ
う
で
す

が
各
ク
ラ
ス
と
も
女
子
の
在

学
生
は
20
数
名
の
少
数
で
あ

り
ま
し
て
、
そ
れ
で
は
ど
う

し
て
も
学
校
が
成
り
立
っ
て

行
か
ぬ
こ
と
が
判
明
し
た
の

で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
や

む
を
得
ず
、
男
女
共
学
の
神

奈
川
歯
科
大
学
と
変
え
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
過
去
の
校

名
が
使
え
な
か
っ
た
こ
と
が

か
え
す
が
え
す
も
残
念
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
を
本
日
お
集

り
の
校
友
の
皆
さ
ん
に
心
か

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
、
又
事

情
や
む
を
得
な
か
っ
た
こ
と

を
ご
了
承
頂
き
た
く
存
じ
ま

す
。
以
下
略
」

清
水
精
一
氏
の
銅
像
は
短

大
第
一
校
舎
一
階
入
り
口
付

近
、
堀
武
、
木
本
鎮
雄
氏
は

本
館
３
階
学
長
室
前
、
川
村

二
郎
、
檜
垣
麟
三
氏
は
２
階

理
事
長
室
前
に
あ
り
、
法
人

を
見
守
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

学校法人神奈川歯科大学 
１００年を振り返る（開学100周年記念連載）

《第1回》５人の銅像たち

堀　武 先生 清水 精一 先生

川村 二郎 先生

木本鎮雄 先生

檜垣 麟三 先生

学祖　大久保 潜龍 先生
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唾
液
腺
は
神
経
系
、
血
管

系
に
お
い
て
全
身
と
連
絡
し

て
お
り
唾
液
腺
と
全
身
と
の

相
互
関
連
は
密
接
で
す
。
し

か
し
、
世
界
的
に
見
て
も
唾

液
腺
の
全
身
へ
の
影
響
に
つ

い
て
の
研
究
は
非
常
に
立
ち

遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
唾
液
中
の
無
数
の
成
分

に
は
生
体
に
と
っ
て
極
め
て

有
用
な
も
の
が
多
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
成
分
は
微
量
だ
と
し

て
も
、
毎
日
継
続
的
に
摂
取

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
日
々

の
健
康
維
持
、
す
な
わ
ち
疾

患
の
予
防
に
貢
献
す
る
こ
と

は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ

ん
。
医
療
は
治
療
か
ら
予
防

重
視
へ
と
移
り
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
唾
液
腺
・
唾
液

の
全
身
へ
の
影
響
に
つ
い
て

研
究
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代

背
景
か
ら
も
、
今
後
大
き
く

注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

疲
労
や
健
康
度
な
ど
全
身
状

態
を
反
映
す
る
唾
液
中
の
有

力
な
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
が
報

神
奈
川
歯
科
大
学
大
学
院
講
座
紹
介

　
　

 

口
腔
病
理
学
講
座

教
授 

槻
木
恵
一　

大
学
院
指
導
教
員 

猿
田
樹
理

１
回
目

臨
床
研
修
は
平
成
18
年
４

月
１
日
か
ら
必
修
化
と
な
っ

て
お
り
、
１
年
以
上
の
研
修

が
必
要
で
す
。
卒
業
後
の
臨

床
研
修
先
を
決
定
す
る
た
め

に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

用
い
て
研
修
歯
科
医
（
応
募

者
）と
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム（
病

院
、
診
療
所
）
の
希
望
を
最

適
に
組
み
合
わ
せ
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）

を
使
い
ま
す
。
応
募
者
に
対

し
て
は
公
平
な
選
択
と
プ
ロ

グ
ラ
ム
選
択
の
自
由
と
を
保

障
し
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
実

施
側
か
ら
見
た
場
合
に
は
質

的
充
実
に
見
合
っ
た
人
材
が

確
保
で
き
る
制
度
で
す
。（
歯

科
医
師
臨
床
研
修
マ
ッ
チ
ン

グ
協
議
会
の
サ
イ
ト
を
参

照
）歯

科
医
師
臨
床
研
修
マ
ッ

チ
ン
グ
協
議
会
の
シ
ス
テ
ム

に
研
修
先
の
希
望
を
登
録
す

る
に
は
、
個
別
の
就
職
活
動

が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
自
分

が
何
を
希
望
し
て
研
修
を
し

た
い
か
を
決
め
、
研
修
施
設

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
調
べ

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
す
。

● 
将
来
ど
う
い
っ
た
方
向
性

研
修
施
設
を
探
す

ポ
イ
ン
ト

研
修
施
設
を
探
す

ポ
イ
ン
ト

で
仕
事
を
し
た
い
か

・ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
か

ら
検
討
す
る

　

附
属
病
院
で
１
年
研

修
、
開
業
医
で
多
く
研

修
す
る
、
専
門
分
野
で

研
修
す
る

・
ど
こ
で
研
修
し
た
い
か

検
討
す
る

　

今
の
環
境
（
横
須
賀
・

出
身
大
学
）
で
研
修
す

る
、
地
元
に
帰
り
研
修

す
る
、
全
く
別
の
環
境

で
研
修
す
る
な
ど

就
職
活
動
の
流
れ
は
①
希

exexexex

歯
科
医
師
臨
床
研
修

マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

―
 

歯
科
医
師
と
し
て
働
く
た
め
に ―

望
の
研
修
先
を
調
べ
る
、
②

見
学
会
の
参
加
を
す
る
、
③

応
募
書
類
の
提
出
を
す
る
、

④
採
用
試
験
を
受
験
す
る
、

⑤
採
用
結
果
に
よ
り
マ
ッ
チ

ン
グ
協
議
会
へ
の
希
望
順
位

登
録
を
す
る
、
⑥
マ
ッ
チ
ン

グ
（
内
定
）
と
な
り
ま
す
。

特
に
６
年
生
は
ア
ン
マ
ッ

チ
と
な
っ
た
場
合
、
再
度
就

職
活
動
と
な
り
ま
す
。
ア
ン

マ
ッ
チ
に
な
る
と
、
空
席
の

あ
る
研
修
先
を
見
つ
け
る
こ

と
が
７
・
８
月
の
就
職
活
動

期
よ
り
も
大
変
困
難
に
な

告
さ
れ
て
お
り
、
全
身
状
態

を
唾
液
か
ら
評
価
す
る
興
味

あ
る
研
究
が
散
見
さ
れ
、
多

く
の
研
究
者
の
注
目
の
的
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
研
究
室
で
は
、「
唾
液

腺
か
ら
全
身
へ
」、「
全
身
か

ら
唾
液
腺
へ
」
の
関
連
を
解

明
す
る
研
究
領
域
を
唾
液
腺

健
康
医
学
と
造
語
し
、
こ
の

研
究
を
通
じ
て
社
会
に
役
立

平
成
22
年
度 

第
１
回 

戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業

Ｓ
Ｄ
研
修
基
調
講
演

Ｔ
Ｖ
授
業
シ
ス
テ
ム
で
受
講

７
月
２
日
（
金
）、
７
月

３
日
（
土
）
北
海
道
医
療
大

学
に
お
い
て
、
平
成
22
年
度

第
１
回
戦
略
的
大
学
連
携
支

援
事
業
Ｓ
Ｄ
（
ス
タ
ッ
フ
・

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
学
か

ら
の
参
加
者
は
３
名
。
本
学

で
は
、
参
加
者
以
外
の
希
望

者
が
、
11
番
教
室
に
お
い
て

同
事
業
で
導
入
し
た
遠
隔
Ｔ

Ｖ
授
業
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
の

基
調
講
演
（
演
題
：「
我
が

国
の
高
等
教
育
事
情
︽
医
・

歯
系
大
学
の
現
状
︾」
講
演

者
：
リ
ク
ル
ー
ト
カ
レ
ッ
ジ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
編
集
長　

小

林
浩
氏
）を
受
講
し
ま
し
た
。

講
演
の
内
容
は
、
大
学
の

激
化
す
る
競
争
環
境
や
、
大

学
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル（
大
衆
）

化
に
よ
る
学
生
の
質
の
変

化
、
ま
た
、
医
・
歯
系
を
志

望
す
る
受
験
生

の
進
路
選
択
行

動
の
大
学
進
学

者
全
体
と
の
比

較
、さ
ら
に
は
、

今
後
想
定
さ
れ

る
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
動
向
と
大
学

の
戦
略
な
ど
、

今
後
、
本
学
の

受
験
生
獲
得
等

の
戦
略
を
立
案

す
る
上
で
、
非

常
に
参
考
に
な

る
内
容
で
し

た
。

な
お
、
今
年
度
の
第
２
回

目
の
Ｓ
Ｄ
研
修
は
、
鶴
見
大

学
に
お
い
て
11
月
頃
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

研修開始

①希望の研修先を調べる
・希望のプログラムはあるか

②見学会の参加をする
・見学会の参加は採用試験受験
　の必須条件か確認

③応募書類の提出をする
・必要書類は全てそろっているか

④採用試験を受験する
・身だしなみ、忘れ物などないか
　試験の準備はできているか

⑤採用結果により
　希望順位登録をする
・採用試験内定の連絡を受けた
　プログラムをできるだけ多く記入したか

⑥マッチング（就職内定） アンマッチ
・採用内定の契約書類を提出する ・再度就職活動を開始する

就職内定

国家試験合格

将来どのように働きたいかを考える

就職活動の
流れ

つ
唾
液
検
査
を
開
発
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

唾
液
や
唾
液
腺
の
研
究
に
興

味
あ
る
方
は
ぜ
ひ
大
学
院
生

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

第
９
回
国
際
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
国
際
会
議
で
本
研

究
室
の
唾
液
の
研
究
が
、
多

く
の
企
業
か
ら
注
目
さ
れ
ま

し
た
。

り
、
ま
た
国
家
試
験
に
向
け

て
の
準
備
と
重
な
る
た
め
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
も
厳
し
く

な
り
ま
す
。

７
月
か
ら
８
月
中
に
い
く

つ
か
の
採
用
試
験
を
受
験

し
、
順
位
登
録
す
る
た
め
に

多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
記
入

で
き
る
よ
う
就
職
活
動
を
し

て
、
ア
ン
マ
ッ
チ
に
な
ら
な

い
よ
う
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

組
ん
で
活
動
す
る
こ
と
が
大

切
と
な
り
ま
す
。

● 

歯
大
ニ
ュ
ー
ス

神奈川歯科大学大学院歯学研究科は1975年に開設さ
れ、以来30年以上も歯科医学をリードする最先端の研究
を目指して人材を輩出してきました。基礎および臨床、社
会歯科学を統合し、独創的な発想、論理的思考、旺盛な研
究心を備えた歯科医学の研究および教育における指導者の
育成が歯学研究科の目標です。
社会構造の変化に伴い、研究課題もより高度な世界水準

のテーマが要求されます。次世代の歯科医学を担う若い意欲
的な人材により、柔軟な発想と積極的な行動力で将来の歯科
医学の発展に貢献する、高度な研究を推進していきます。
4年以上在学して、所定の単位を修得し、試験・試問お

よび論文最終審査に合格すると博士（歯学）の学位が授与
されますが、優れた研究業績をあげたと認められた人は、
3年以上の在籍期間で学位の授与が認められる場合があり
ます。
特に社会人への門戸も広げており、多くの方が仕事の傍

ら大学院に入学できるよう配慮されています。
大学院に入学してみようという方は下記にお問い合わせください

神奈川県横須賀市稲岡町82　教学部入試広報係
直通：046－822－9580

神奈川歯科大学大学院歯学研究科
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1
年　

大
野
陽
平

僕
が
こ
の
大
学
に
入
学
し

た
理
由
は
、
父
が
歯
科
医
師

を
や
っ
て
お
り
、
昔
か
ら
父

か
ら
仕
事
の
生
き
が
い
や
苦

労
を
聞
い
て
お
り
、
自
分
も

父
の
よ
う
な
立
派
な
歯
科
医

師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

自
分
が
歯
科
医
師
に
な
っ

た
ら
、
常
に
患
者
さ
ん
の
立

場
に
た
ち
患
者
さ
ん
を
一
番

に
思
え
る
よ
う
な
歯
科
医
師

に
な
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
。ま

た
、
患
者
さ
ん
の
か
か

え
て
い
る
痛
み
を
治
し
て
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
な
技
術
を
習

得
し
た
い
で
す
。

大
学
生
活
を
送
る
に
つ
れ

て
、
楽
し
い
こ
と
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
特
に
楽
し
い
こ

と
は
部
活
動
で
す
。

先
輩
方
と
過
ご
す
時
間
は

と
て
も
楽
し
く
、
僕
も
こ
の

先
輩
方
、
こ
の
チ
ー
ム
で
デ

ン
タ
ル
歯
学
体
を
優
勝
す
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。そ

し
て
授
業
や
私
生
活
で

一
緒
に
過
ご
す
友
達
と
の
時

間
は
自
分
に
と
っ
て
本
当
に

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で

す
。勉
強
は
高
校
と
違
っ
て
、

専
門
的
な
も
の
も
多
く
大
変

で
す
が
、
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
は
友
達
に
聞
い
て
お
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
た
く

さ
ん
の
困
難
や
壁
に
ぶ
つ
か

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

屈
し
な
い
強
い
精
神
で

日
々
、精
進
し
て
い
き
ま
す
。

神
奈
川
歯
科
大
学
に
入
学
し
て

1
年　

青
木
嵯
由
里

満
開
の
桜
が
咲
く
中
の
入

学
式
で
、
私
は
学
年
の
代
表

と
し
て
宣
誓
を
行
っ
た
瞬
間

か
ら
歯
科
医
師
へ
の
志
し
が

よ
り
一
層
強
ま
り
ま
し
た
。

私
は
、
入
学
し
て
か
ら
の

三
カ
月
間
毎
日
が
楽
し
く
充

実
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
で
は
、
先
輩
方
は

皆
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
部
活
の
事
以
外

で
も
親
身
に
話
を
聞
い
て
く

だ
さ
る
の
で
大
学
生
活
の
中

で
大
き
な
助
け
に
な
っ
て
い

ま
す
。

平
成
22
年
３
月
６
日（
土
）

横
須
賀
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
、
横
須
賀
市
内

在
住
、
在
勤
、
在
学
の
女
性

を
対
象
と
し
た
ウ
ー
マ
ン
ズ

ヘ
ル
ス
ケ
ア
博
が
横
須
賀
市

主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
横
須
賀
市
の
歯
科

医
師
会
を
始
め
、
医
師
会
、

薬
剤
師
会
、
看
護
協
会
、
栄

養
士
会
、
母
親
ク
ラ
ブ
連
絡

会
、
保
健
福
祉
大
学
と
共
に

神
奈
川
歯
科
大
学
も
、大
学
、

附
属
病
院
、
附
属
横
浜
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
連
携
し
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
い
わ
ゆ
る
市
民

参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
女

性
の
健
康
に
関
す
る
講
演
会

や
様
々
な
展
示
と
共
に
、
団

体
ご
と
に
ブ
ー
ス
を
設
け

て
、
健
康
相
談
を
始
め
、
身

長
体
重
、
血
圧
、
体
脂
肪
、

骨
年
齢
、
肌
年
齢
、
血
管
年

齢
の
測
定
、
ま
た
心
の
健
康

と
い
う
視
点
か
ら
メ
イ
ク
や

ネ
イ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
横
須
賀
市
歯
科

医
師
会
と
共
に
口
腔
内

チ
ェ
ッ
ク
と
共
に
唾
液
検
査

を
行
い
ま
し
た
。
唾
液
検
査

の
内
容
は
、
唾
液
の
量
、
緩

衝
能
、
酸
化
還
元
力
の
測
定

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
検
査

結
果
を
、
口
腔
内
診
査
内
容

「
ウ
ー
マ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
博
」

 
に
参
加
し
大
好
評

（
残
存
歯
の
数
、
口
腔
内
の

清
掃
状
態
、
舌
苔
付
着
の
状

態
）
と
共
に
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム

の
形
で
各
自
に
提
供
し
ま
し

た
。
こ
の
唾
液
検
査
は
、
待

ち
時
間
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況

で
、
実
際
に
検
査
を
行
っ
て

み
る
と
、「
こ
ん
な
検
査
は

始
め
て
」「
面
白
い
」「
も
っ

と
唾
液
の
こ
と
を
知
り
た

い
」「
毎
年
や
っ
て
ほ
し
い
」

等
、
数
多
く
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
女
性
の
み
な
ら

ず
、
男
性
の
方
か
ら
の
希
望

も
あ
り
ま
し
た
。
用
意
し
た

キ
ッ
ト
が
無
く
な
り
、
終
了

予
定
の
５
時
を
待
つ
こ
と
な

く
、
開
店
休
業
状
態
に
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
嬉
し
い
誤

算
で
し
た
。

参
加
者
人
数
２
０
５
９
人

に
及
ぶ
イ
ベ
ン
ト
を
終
え

て
、
改
め
て
健
康
に
対
す
る

女
性
の
意
識
の
高
ま
り
を
実

感
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
地

域
へ
の
働
き
か
け
は
、
市
民

へ
の
情
報
提
供
の
良
い
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
を
身
を

も
っ
て
経
験
し
、
今
後
も
大

学
と
し
て
地
域
へ
の
医
療
提

供
を
行
い
な
が
ら
健
康
支
援

の
啓
蒙
活
動
の
一
助
を
担
っ

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

（
唾
液
に
関
す
る
展
示
内

容
の
一
部
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ

デ
ー
タ
放
送
で
連
載
さ
れ
ま

し
た
）

口
腔
検
査
科　

伊
藤
由
美

著
者
は
、
こ
れ
ま
で
長
く

東
洋
医
学
に
携
わ
っ
て
き
た

日
本
東
洋
医
学
会
専
門
医

で
、
こ
の
た
び
、
臨
床
鍼
灸

医
学
の
解
剖
学
的
解
説
書
を

上
梓
し
た
。
こ
れ
ま
で
経
穴

の
位
置
は
、
主
と
し
て
体
表

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
も
と
に

示
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
経

験
の
浅
い
初
学
者
に
と
っ
て

は
そ
の
同
定
は
難
関
の
１
つ

で
あ
っ
た
。
と
く
に
鍼
を
刺

入
す
る
深
度
は
経
験
に
よ
っ

て
身
に
つ
け
る
部
分
が
大
き

く
、
経
穴
深
部
の
構
造
に
つ

い
て
不
十
分
な
知
識
の
ま
ま

臨
床
に
入
る
傾
向
は
否
め
な

か
っ
た
。

本
書
に
お
い
て
は
、
頻
用

さ
れ
る
48
経
穴
に
つ
い
て
、

１
セ
ン
チ
四
方
の
領
域
の
深

部
構
造
を
五
面
展
開
の
写
真

で
解
説
し

た
。さ
ら
に
、

各
経
穴
は
数

ミ
リ
単
位
で

段
階
的
に
示

さ
れ
て
お

白
石
尚
基 

内
科
学
准
教
授
／
編

臨
床
経
穴
局
所
解
剖
学
カ
ラ
ー
ア
ト
ラ
ス

平
成
22
年
５
月
９
日（
日
）

～
11
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
、
第
80
回
日
本
衛
生

学
会
学
術
総
会
に
お
い
て
、

神
奈
川
歯
科
大
学　

白
石
尚

基
内
科
学
准
教
授
が
平
成
22

年
度
日
本
衛
生
学
会
学
術
総

会
会
長
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
第
80
回
学
術
総
会
「
衛

生
学
と
環
境
保
健
～
安
全
・

安
心
な
社
会
の
た
め
の
リ
ス

ク
評
価
を
め
ざ
し
て
～
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
口
演
演
題

白
石
尚
基 

内
科
学
准
教
授

日
本
衛
生
学
会
学
術
総
会 

会
長
賞
受
賞

「
解
剖
学
実
習
中
に
お
け
る

フ
ォ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
計

測
」
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
本
賞
は
、
若
手
研
究

者
の
育
成
を
目
指

し
、
一
般
口
演
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
ご
と

に
、
優
れ
た
発
表

者
に
対
し
て
授
与

さ
れ
る
も
の
で

す
。
本
受
賞
は
、

本
学
に
と
っ
て
た

い
へ
ん
名
誉
な
こ

と
で
あ
り
、
今
後
の
ま
す
ま

す
の
研
究
の
ご
発
展
と
教
育

並
び
に
社
会
へ
の
さ
ら
な
る

貢
献
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

● 

附
属
病
院
ニ
ュ
ー
ス

り
、
刺
入
深
度
に
よ
っ
て
遭

遇
す
る
構
造
の
相
違
を
理
解

で
き
る
構
成
と
な
っ
て
い

る
。
安
全
な
鍼
灸
臨
床
の
た

め
に
、
ま
た
、
鍼
灸
を
活
用

す
る
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
シ
ャ
ン

に
も
有
益
と
考
え
る
。

　平成21年度学業成績が特に優秀で
あり、他の学生の模範となる成績を
修めた学生について、表彰式が執り
行われました。

日　時：平成22年7月14日（水）
　　　　12：00 ～

2年	 石井　滋
2年	 杉山　聡美
3年	 村田　陽太郎
4年	 藤巻　龍治
4年	 山田　峻太朗
5年	 安藤　ゆずる

場　所：学長室

特待生表彰式

学
業
に
お
い
て
は
、
高
校

の
授
業
と
は
違
い
、
私
に

と
っ
て
未
知
の
分
野
に
足
を

踏
み
入
れ
た
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
学
年
が
上
が

る
に
つ
れ
て
歯
科
に
直
接
か

か
わ
る
こ
と
を
学
べ
る
と
思

う
と
待
ち
遠
し
い
で
す
。

同
じ
志
し
を
持
っ
た
仲
間

達
と
助
け
合
い
な
が
ら
大
学

生
活
を
楽
し
み
、
切
磋
琢
磨

し
て
い
き
た
い
で
す
。

将
来
私
は
、
高
い
技
術
と

知
識
を
身
に
付
け
る
だ
け
で

は
な
く
、
患
者
様
の
痛
み
、

苦
し
み
を
理
解
し
、
た
だ
治

療
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

患
者
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
、
信
頼
関
係

を
築
き
患
者
様
に
慕
わ
れ
る

よ
う
な
歯
科
医
師
に
な
れ
る

よ
う
に
、
日
々
努
力
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

● 

著
者
紹
介

平成22年4月5日㈪　入学式で、歯科大新入生代表として宣誓する
青木さん

写真は、左より上記表の上から順番と同じです。
中央は、佐藤学長、木本教学部長。

（CD-ROM付）文光堂
2010年6月8日発行
ISBN 978-4-8306-0031-9

横須賀ショッパーズプラザ
内の会場
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湘
南
短
期
大
学
で
は
、
６

月
16
日
（
水
）
午
後
５
時
よ

り
高
校
教
員
対
象
の
入
試
説

明
会
を
開
催
し
た
。
神
奈
川

県
、
東
京
都
、
静
岡
県
の
公

私
立
高
校
29
校
よ
り
参
加
が

あ
り
、
本
学
か
ら
も
30
名
以

上
の
教
職
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
内
容
と
し
て
は
、
学
長

挨
拶
、
学
科
説
明
（
各
学
科

長
）、
入
試
説
明
（
入
試
委

員
長
）
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

学
内
見
学
、
個
別
相
談
会
と

続
き
ま
し
た
。
当
日
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
よ
れ
ば
、
参

加
し
た
先
生
は
進
路
指
導
部

と
高
校
３
年
生
担
任
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
り
、
ま
た
聞
き
た

か
っ
た
項
目
は
、「
入
試
」

が
も
っ
と
も
多
く
（
80
％
）、

次
い
で「
就
職
状
況
」（
45
％
）

「
学
科
内
容
」（
38
％
）
で
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
説

明
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」

「
実
習
室
が
充
実
し
て
い
る
」

「
卒
業
生
の
様
子
が
わ
か
っ

て
安
心
し
た
」「
就
職
状
況

が
い
い
の
は
魅
力
的
」「
意

外
に
通
い
や
す
い
と
感
じ

た
」
等
、
好
意
的
な
コ
メ
ン

ト
が
多
く
よ
せ
ら
れ
ま
し

た
。な

お
、
今
年
度
は
、
参
加

す
る
す
べ
て
の
高
校
に
対
し

て
本
学
の
担
当
教
員
を
決
め

て
個
別
対
応
を
強
化
し
ま
し

た
。
個
別
相
談
会
は
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
行
わ

れ
、
中
に
は
７
時
こ
ろ
ま
で

話
し
込
む
先
生
も
お
ら
れ
ま

し
た
。
入
試
や
教
育
内
容
の

情
報
伝
達
の
み
に
と
ど
ま
ら

ず
、
高
校
の
先
生
方
と
本
学

教
職
員
と
の
交
流
に
も
お
お

い
に
役
立
っ
た
会
で
し
た
。

平
成
22
年
６
月
４
日（
金
）

に
両
国
国
技
館
に
て
第
67
回

学
童
歯
み
が
き
大
会
及
び
歯

科
セ
ミ
ナ
ー
に
が
行
わ
れ
、

歯
科
衛
生
学
科
２
年
生
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に

は
歯
科
衛
生
士
学
校
16
校
約

９
５
０
名
、
歯
科
衛
生
士
学

校
見
学
参
加
生
11
校
５
０
０

名
、
小
学
校
16
校
約

１
０
０
０
名
他
が
参
加
し
ま

し
た
。
２
年
生
は
他
校
の
学

生
と
合
同
の
行
事
は
初
め
て

で
し
た
の
で
、
集
合
時
か
ら

少
し
緊
張
し
た
様
子
で
し

た
。更

衣
室
は
、
普
段
は
入
れ

な
い
西
力
士
控
室
で
、
ツ
ッ

パ
リ
棒
を
横
目
に
素
早
く
着

替
え
ま
し
た
。

会
場
は
土
俵
が
収
納
さ
れ

ア
リ
ー
ナ
席
と
な
り
、
前
方

に
は
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
桝
席
に
は
イ

ス
が
並
べ
ら
れ
て
、
二
人
で

一
つ
の
桝
席
を
使
用
す
る
と

い
う
贅
沢
な
使
い
方
で
し

た
。今

年
３
月
に
卒
業
し
、
ラ

イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
に

就
職
し
た
小
林
さ
ん
が
本
校

の
誘
導
等
の
担
当
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
す
て
き
な

先
輩
の
対
応
に
う
っ
と
り
。

ど
う
し
た
ら
ラ
イ
オ
ン
に
就

職
で
き
る
の
か
、
学
生
は
興

味
深
々
で
し
た
。

午
前
中
の
歯
科
衛
生
士
学

校
へ
の
歯
科
セ
ミ
ナ
ー
は
、

柳
沢
幸
江
先
生
（
和
洋
女
子

大
学
教
授
）
に
よ
る
『
食
べ

る
力
・
味
わ
う
力
を
育
む
た

め
に
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
で
し
た
。
お
い
し
さ
の
意

味
に
つ
い
て
、
乳
・
幼
児
の

食
べ
る
機
能
と
食
事
に
つ
い

て
、
噛
む
こ
と
と
味
わ
う
こ

と
に
つ
い
て
、
と
て
も
て
い

ね
い
に
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
歯
科

衛
生
士
に
限
ら
ず
、
将
来
お

母
さ
ん
に
な
っ
た
時
に
も
大

変
役
立
つ
内
容
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

昼
食
後
は
い
よ
い
よ
担
当

児
童
と
対
面
し
、
一
緒
に
歯

み
が
き
大
会
に
参
加
で
す
。

『
め
ざ
せ
！
元
気
な
お
口
！

元
気
な
カ
ラ
ダ
！
』
が
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ら
れ
、

参
加
児
童
の
サ
ポ
ー
ト
及
び

歯
科
保
健
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
本
校
の
担
当
は
４
年
生

で
、
普
段
あ
ま
り
接
す
る
こ

と
の
な
い
対
象
に
口
腔
内
の

状
況
よ
り
も
、
接
し
方
や
話

題
を
心
配
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
当
初
は
児
童
も
学
生
も

お
互
い
少
し
緊
張
し
た
様
子

で
し
た
が
、
大
会
が
開
始
し

て
し
ま
え
ば
、
仲
良
く
な
り

楽
し
く
参
加
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
教
員
と
し
て
は
、

児
童
に
接
す
る
学
生
の
姿
は

頼
も
し
く
、
普
段
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
一
面
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。大

会
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
「
大
相
撲
歯
み
が
き
大

会
場
所
」
で
は
、
相
撲
の
用

語
や
基
本
動
作
に
つ
い
て
親

し
み
ま
し
た
。
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
と
し
て
の
大
関
把
瑠

都
関
の
登
場
に
は
、
会
場
が

沸
き
ま
し
た
。

児
童
と
過
ご
し
た
２
時
間

半
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
大
会
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
学
生
の
感
想
は
「
指
導

し
た
こ
と
を
受
け
入
れ
て
く

れ
て
嬉
し
か
っ
た
」「
児
童

が
楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
く

れ
て
嬉
し
か
っ
た
」「
児
童

へ
の
対
応
法
や
指
導
法
を
学

べ
た
」な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
体
験
は
、
後
期
に
行

わ
れ
る
小
学
校
で
の
歯
科
保

健
指
導
に
向
け
て
大
き
な
一

歩
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。 

歯
科
衛
生
学
科

　

片
岡
あ
い
子

平
成
22
年
２
月
14
日

（
日
）、
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
実
務

学
会
の
第
37
回
関
東
・
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会
に
於
い
て

「
学
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
湘
南
短
期
大
学
か
ら

は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
１
年
生

（
出
場
時
）
の
吉
野
由
香
里

さ
ん
が
出
場
し
、
見
事
「
優

秀
賞
」
を
受
賞
い
た
し
ま
し

た
。

（
以
下
受
賞
さ
れ
た
吉
野
さ

ん
か
ら
の
寄
稿
文
で
す
）

「
私
の
お
薦
め
。
こ
れ
が

今
回
の
テ
ー
マ
で
し
た
。
私

は
百
人
一
首
を
お
薦
め
し
ま

し
た
。
百
人
一
首
は
カ
ル
タ

と
し
て
楽
し
む
こ
と
も
、
ま

た
和
歌
の
意
味
と
今
の
自
分

を
照
ら
し
合
わ
せ
て
想
い
を

感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

同
年
代
へ
向
け
て
と
い
う
こ

と
で
、『
古
典
の
勉
強
』
で

は
な
い
百
人
一
首
の
魅
力
を

伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
百
人
一
首
を

１
０
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る

ベ
ス
ト
ソ
ン
グ
集
で
あ
る
と

例
え
、
構
成
・
読
み
方
を
先

生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
工

夫
し
ま
し
た
。

特
に
大
変
だ
っ
た
の
が
発

音
の
ア
ク
セ
ン
ト
。
何
度
も

● 

湘
南
短
期
大
学
ニ
ュ
ー
ス

「
高
校
教
員
対
象
入
試
説
明
会
」
開
催

第
67
回
学
童
歯
み
が
き
大
会
に
参
加

保
護
者
会
で
は
毎
年
５
月

下
旬
の
授
業
開
放
日
に
あ
わ

せ
て
総
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。今
年
も
５
月
26
日（
水
）、

レ
ス
ト
ラ
ン
稲
岡
で
、
午
後

３
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
授
業
開
放
に
出
ら
れ
た

保
護
者
の
方
々
約
30
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
上
田
会
長
よ

り
21
年
度
の
保
護
者
会
運
営

が
役
員
の
尽
力
で
無
事
に
全

う
で
き
た
旨
の
挨
拶
、
つ
い

で
短
大
学
長
よ
り
保
護
者
会

活
動
へ
の
謝
意
の
挨
拶
が
あ

り
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

ま
ず
21
年
度
会
計
報
告
と
監

査
報
告
が
な
さ
れ
、
疑
義
は

出
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
護
者

出
席
者
と
過
半
数
の
委
任
状

が
事
前
に
提
出
さ
れ
た
た

め
、
満
場
の
拍
手
と
と
も
に

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
22
年
度
役
員
選
出

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
21
年

度
役
員
で
本
年
も
引
き
続
き

継
続
す
る
役
員
と
事
前
に
実

施
し
た
役
員
就
任
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
意
思
表
示
し
た
新

役
員
、
計
15
名
が
本
年
度
役

員
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
新
役
員
よ
り
本
年
度
の

事
業
計
画
と
予
算
提
示
が
あ

り
、
原
案
通
り
に
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
事
業
計
画

は
、
湘
風
秋
・
春
号
の
発
行
、

稲
岡
祭
へ
の
参
加
、
１
０
０

周
年
記
念
式
典
の
後
援
、
総

会
お
よ
び
教
員
と
の
懇
親
会

開
催
で
す
。

最
後
に
、
相
原
教
学
部
長

よ
り
、
昨
年
度
の
第
三
者
評

価
を
受
け
、
そ
の
結
果
「
適

格
」
の
評
価
が
得
ら
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
以

上
で
総
会
は
無
事
に
終
了
し

ま
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
、
同
じ
場

所
で
、
湘
南
短
期
大
学
保
護

者
会
主
催
で
、
教
員
と
の
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
普
段
直
接
教
員

と
ふ
れ
る
機
会
を
も
つ
こ
と

が
で
き
な
い
保
護
者
が
、
直

接
教
員
に
疑
問
に
思
っ
て
い

る
こ
と
、
な
か
な
か
聞
き
に

く
い
こ
と
で
も
聞
け
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
教
員
も
３
学
科
合
わ
せ

て
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

学
長
、
３
学
科
の
学
科
長
挨

拶
の
あ
と
、
各
学
科
ご
と
に

も
う
け
ら
れ
た
テ
ー
ブ
ル
で

熱
心
に
話
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
教
員
も
学
生
と
接
す
る

機
会
は
あ
り
ま
す
が
、
保
護

者
と
接
す
る
機
会
は
少
な
い

た
め
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
４
時
前
か
ら
始
ま
っ

た
懇
親
会
は
、
５
時
半
ま
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

21
年
度
役
員
の
う
ち
、
ご
子

息
様
が
卒
業
さ
れ
た
上
田
元

会
長
ら
３
名
の
役
員
の
労
が

労
わ
れ
終
了
し
ま
し
た
。
新

役
員
は
、
早
速
湘
風
秋
号
の

企
画
に
向
け
活
動
し
ま
す
。

な
お
、
１
０
０
周
年
記
念

式
典
は
無
期
延
期
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
今
年
度
の
保
護

者
会
で
の
後
援
は
行
わ
な
く

な
っ
た
こ
と
を
、
申
し
添
え

ま
す
。

学
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

発
表
会
に
て
優
秀
賞
を
受
賞

何
度
も
練
習
を
重
ね
る
こ
と

で
、
よ
り
説
得
力
の
あ
る
話

し
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
他
の
出
場
者

の
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
く
こ
と

で
、
自
分
に
足
り
な
い
物
、

例
え
ば
勢
い
や
元
気
な
ど
が

人
を
惹
き
つ
け
る
手
段
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。こ

の
プ
レ
ゼ
ン
大
会
を
ま

ず
は
就
職
活
動
に
役
立
て
、

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
自

分
へ
の
自
信
に
繋
げ
役
立
て

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

自
分
が
胸
を
張
っ
て
お
薦
め

で
き
る
も
の
を
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。」

５
月
７
日
（
金
）、ヒ
ュ
ー

マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
２
年
生
の
一
日
研
修
が

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修

の
目
的
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
臨
地
で

学
ぶ
こ
と
お
よ
び
学
生
同
士

が
親
睦
を
図
る
こ
と
で
す
。

研
修
に
臨
む
に
あ
た
り
、

学
生
は
事
前
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
を
ふ

ま
え
て
、
園
内
設
備
に
つ
い

て
、
ま
た
ス
タ
ッ
フ
の
ゲ
ス

ト
に
対
す
る
対
応
の
仕
方
な

ど
を
各
自
が
テ
ー
マ
を
決

め
、
観
察
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

当
日
は
小
雨
が
降
る
あ
い

に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た

が
、
現
地
で
は
、
学
生
が
グ

ル
ー
プ
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
楽
し
み
な
が
ら
、
テ
ー
マ

に
も
と
づ
い
た
充
実
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

一
日
研
修

た
、
友
人
と
の
協
働
学
習
を

通
じ
て
友
好
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

歯
科
衛
生
学
科
2
年
生

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
2
年
生

湘
南
短
期
大
学
保
護
者
会
総
会
開
催
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は
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中
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を
受
講
し
ま
し
た
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
学
で
２
年

間
学
ぶ
一
般
歯
科
技
術
を

５
０
０
時
間
、
半
年
で
身
に

つ
け
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
朝
６
時
か
ら
８
時
間
、

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
座
学
と

チ
ェ
ア
ー
サ
イ
ド
で
の
実
習

を
行
い
、
資
格
を
取
得
し
ま

し
た
。
一
日
も
休
ま
ず
、
外

国
人
は
私
ひ
と
り
の
中
頑
張

れ
た
の
も
、
ス
タ
ッ
フ
や
先

生
方
が
優
し
く
、
時
に
厳
し

く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
５
０
０
時
間
終
了
後
、

Perio

・Endo

・Prosth

・

Oral Surgery

・X-ray

と
一

週
間
お
き
に
他
科
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
帰
国
し
、
資
格
を

生
か
し
て
仕
事
を
し
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
日
本
の
法
律

で
は
、
助
手
の
資
格
は
適
応

さ
れ
な
い
為
、
英
会
話
を
必

要
と
す
る
歯
科
医
院
で
働
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。し
か
し
、

先
生
か
ら
の
指
示
と
経
験
で

仕
事
は
で
き
ま
し
た
が
、
日

本
で
は
仕
事
内
容
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。
も
っ
と
で
き
る

の
に
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
？

そ
ん
な
思
い
が
歯
科
衛
生
士

へ
の
扉
を
た
た
く
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。
大
学
を
選

ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
先
輩
に

知
人
が
い
ら
し
た
こ
と
や
、

前
職
・
バ
イ
ト
先
に
歯
科
大

学
の
卒
業
生
が
い
ら
し
た
か

ら
で
す
。
入
学
し
て
３
カ
月

が
経
ち
ま
し
た
が
、
日
々
、

難
し
い
言
葉
や
漢
字
に
苦
労

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今

ま
で
、
た
だ
指
示
を
受
け
て

や
っ
て
い
た
仕
事
内
容
が
、

講
義
で
裏
付
け
さ
れ
、
目
的

が
分
か
る
こ
と
で
積
極
的
に

仕
事
も
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
３
年
後
、
資
格
取

得
後
に
、
直
接
患
者
様
と
や

り
取
り
で
き
る
こ
と
が
楽
し

み
で
す
。

ア
メ
リ
カ
でPerio

を
経

験
し
た
こ
と
か
ら
卒
業
後
は

そ
ち
ら
に
進
め
た
ら
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
授
業
で
認

定
歯
科
衛
生
士
と
い
う
資
格

も
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
今
後
の
目
標
が
は
っ
き

り
見
え
て
き
た
の
で
、
一
層

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
大
学
に
入

学
し
た
こ
と
で
、
同
じ
よ
う

に
歯
科
医
院
で
仕
事
を
し
な

が
ら
通
っ
て
い
る
友
人
と
出

会
っ
た
こ
と
で
す
。
友
人
と

は
、
授
業
内
容
の
話
を
し
た

り
、
悩
み
を
話
し
合
っ
た
り

で
き
、
毎
日
有
意
義
な
学
生

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

◉
看
護
学
科

私
は
、
某
４
年
制
大
学
の

史
学
科
を
卒
業
後
一
般
企
業

に
就
職
、
い
わ
ゆ
る
会
社
員

で
し
た
。
そ
れ
が
一
転
、
今

春
か
ら
再
び
学
生
の
身
と
な

り
ま
し
た
。
私
自
身
、
看
護

師
と
い
う
仕
事
を
将
来
の
自

分
の
職
業
と
し
て
真
剣
に
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ご

く
最
近
の
こ
と
で
す
。
身
内

や
友
人
の
病
気
や
死
、
ま
た

出
産
と
い
う
生
身
の
命
を
目

の
当
た
り
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
や
、
常
に
流
動

化
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
社
会

の
現
代
に
普
遍
的
な
価
値
を

持
つ
も
の
が
医
療
で
あ
り
、

な
か
で
も
手
当
て
を
す
る
と

い
う
根
本
的
理
念
の
看
護
に

興
味
を
持
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
一
方
、
今
の

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
ほ
と
ん
ど

は
、
20
歳
に
も
満
た
な
い
年

齢
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

全
身
全
霊
で
患
者
に
尽
く
そ

う
と
い
う
看
護
師
を
志
し
懸

命
に
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ

は
私
に
と
っ
て
驚
異
的
で
あ

り
称
賛
に
値
す
る
も
の
で

湘
南
短
期
大
学
に
入
学
し
て

す
。彼

女
（
彼
）
た
ち
が
看
護

師
を
目
指
す
理
由
が
ど
れ
ほ

ど
複
雑
な
の
か
或
い
は
ど
れ

ほ
ど
単
純
な
の
か
、
私
に
は

容
易
に
想
像
で
き
ま
せ
ん
。

少
な
く
と
も
私
が
彼
ら
と
同

じ
年
齢
の
と
き
、「
人
の
役

に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
」 

と

本
気
で
考
え
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
今

こ
う
し
て
湘
南
短
期
大
学
看

護
学
科
１
年
生
の
友
人
に
出

会
い
共
に
学
べ
る
こ
と
は
、

本
当
に
ラ
ッ
キ
ー
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

６
月
半
ば
、
私
た
ち
１
年

生
に
と
っ
て
初
め
て
の
病
院

実
習
が
あ
り
ま
し
た
。
実
習

前
は
至
ら
な
い
自
分
に
不
安

材
料
が
膨
ら
む
一
方
で
し
た

が
、
短
大
教
員
の
厳
し
く
も

学
生
を
守
ろ
う
と
す
る
指
導

に
支
え
ら
れ
、
ま
た
プ
ロ
意

識
が
高
く
看
護
能
力
に
優
れ

た
病
院
看
護
師
の
方
達
の
教

え
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
学

び
を
得
る
と
同
時
に
、
い
つ

の
ま
に
か
不
安
よ
り
も
興
味

や
期
待
感
に
気
持
ち
が
溢
れ

て
い
き
ま
し
た
。実
習
後
は
、

「
一
日
も
早
く
臨
床
の
場
で

看
護
師
と
し
て
活
躍
し
た

い
」
気
持
ち
が
一
層
強
く
な

り
ま
し
た
。

目
標
に
向
か
っ
て
再
び
学

べ
る
と
い
う
こ
と
、
応
援
し

支
え
て
く
れ
る
家
族
や
友

人
、
先
生
は
じ
め
全
て
の
人

た
ち
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。
看
護
師
を
志
す
者
と

し
て
、
ま
た
人
と
し
て
成
長

し
て
い
く
た
め
に
確
か
な
知

識
と
技
術
に
加
え
て
、
人
に

寄
り
添
う
心
（
感
性
）
を
学

び
養
っ
て
い
け
る
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
な
ろ
う
！
」
で
し

た
。
歯
科
衛
生
士
の
先

生
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
、
歯
の
模
型
を
キ
レ
イ

に
し
て
い
く
高
校
生
の
姿
は

と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

看
護
学
科
の
体
験
ブ
ー
ス

は
「
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
測
定

で
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
！
」
で
し
た
。
心
臓
の

音
が
聞
こ
え
る
赤
ち
ゃ
ん
モ

デ
ル
や
、
上
手
に
あ
や
す
と

泣
き
や
む
赤
ち
ゃ
ん
モ
デ
ル

を
使
用
し
て
の
体
験
は
、
ド

県
内
の
私
立
短
期
大
学
16

校
が
集
結
す
る
進
学
相
談
会

『
か
な
が
わ
短
大
フ
ェ
ア
』

が
、
５
月
29
日
（
土
）、
横

浜
の
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
ヴ
ィ

ア
マ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
学
の
ブ
ー
ス
に
は
、

17
組
も
の
高
校
生
が
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
肌
寒

い
雨
の
中
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
ま
し
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

歯
科
衛
生
学
科
の
体
験

ブ
ー
ス
は
「
は
み
が
き
上
手

『
か
な
が
わ
短
大
フ
ェ
ア
』

  

に
参
加
し
ま
し
た
! !

湘
南
短
期
大
学
で
は
、
第

１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
６
月
20
日
（
日
）
に
開
催

し
ま
し
た
。

日
曜
日
の
開
催
だ
っ
た
か

ナ
ー
で
は
、
入
試
種
別
や
日

程
、
試
験
科
目
等
を
じ
っ
く

り
と
ご
相
談
い
た
だ
き
ま
し

た
。
併
設
の
“
先
輩
と
話
そ

う
！
”
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本

学
の
在
学
生
に
直
接
、
学
生

生
活
や
入
学
試
験
で
の
心
構

え
な
ど
、
進
学
に
関
す
る
疑

問
点
や
不
安
点
を
沢
山
ご
質

問
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
多

く
の
皆
様
に
、
大
変
充
実
し

た
時
間
を
お
過
ご
し
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

第
２
回
（
７
月
17
日
）、

第
３
回（
８
月
１
日
）の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
多
数

の
方
の
ご
来
場
を
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
８
月
26
日
（
木
）
で

す
。
当
日
は
「
Ａ
Ｏ
入
試
対

策
講
座
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
０
４
６
（
８
２
２
）

８
７
８
０
短
大
教
学
部
ま

で
。

オープンキャンパスが始まりました

開催日 内容
2010年８月26日（木） 学科・入試説明、体験授業、学内見学、

AO 対策講座
2010年９月23日（祝） 学科・入試説明、体験授業、学内見学、

推薦入試対策講座
2010年10月17日（日） 学科・入試説明、体験授業、学内見学
2010年11月７日（日） 学科・入試説明、体験授業、学内見学
2010年12月５日（日） 学科・入試説明、体験授業、学内見学
2011年２月13日（日） 学科・入試説明、体験授業、学内見学
2011年３月12日（土） 学科・入試説明、体験授業、学内見学

＊歯科衛生学科のみ、９月１１日（土）追加開催予定。

●湘南短期大学オープンキャンパス 今後の日程●
＊ 13 時受付開始～ 16 時頃まで。申し込み不要。

短
期
大
学
基
準
協
会
に
よ

る
第
三
者
評
価
適
格
認
定
証

の
贈
呈
式
が
５
月
13
日

（
木
）、
福
島
県
郡
山
市
の
郡

山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成

21
年
度
に
認
定
さ
れ
た
全
国

65
の
短
期
大
学
部
の
う
ち
57

校
の
学
長
ら
が
出
席
、
相
原

ま
り
子
教
学
部
長
が
本
学
代

表
と
し
て
認
定
証
の
贈
呈
を

受
け
ま
し
た
。
塚
本
秀
人
学

長
以
下
、
認
定
証
を
囲
み
、

短
期
大
学
の
果
た
す
べ
き
使

第
三
者
評
価

適
格
認
定
証

贈
呈
式

キ
ド
キ
し
な
が
ら
の
体
験
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
両
学
科

と
も
に
個
別
相

命
の
重
さ
を
あ
ら
た
め
て
実

感
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
質

の
高
い
教
育
の
提
供
を
目
指

す
べ
く
、
決
意
を
新
た
に
致

し
ま
し
た
。

談
で
は
、入
試
種
別
や
日
程
、

試
験
科
目
等
を
じ
っ
く
り
ご

相
談
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

今
回
の
体
験
・
相
談
が
将

来
の
職
業
選
択
の
一
因
と
な

れ
た
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ら
で
し
ょ
う
か
、
ご
家
族
で

お
越
し
に
な
る
方
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
両
学
科
と
も

に
、
学
科
説
明
・
入
試
説
明

を
終
え
る
と
体
験
授
業
。
歯

科
衛
生
学
科
の
体
験
授
業
は

「
歯
科
衛
生
士
は
○
○
な
ん

で
す
！
」、
看
護
学
科
の
体

験
授
業
は
「
健
康
学
習
…
…

何
を
学
習
す
る
の
？
」
で
し

た
。
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
交

え
た
授
業
に
み
な
さ
ん
真
剣

に
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

体
験
授
業
の
後
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
へ
。
学
科
ご
と

に
、
本
学
の
教
員
や
在
学
生

の
案
内
で
、
学
内
の
施
設
を

見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
歯
科
衛
生
学
科
の
１
人

１
台
の
実
習
用
ユ
ニ
ッ
ト
に

驚
い
た
り
、
看
護
学
科
の
赤

ち
ゃ
ん
モ
デ
ル
を
抱
っ
こ
し

た
り
と
参
加
者
の
姿
は
と
て

も
楽
し
そ
う
で
し
た
。　

ま
た
、
個
別
相
談
コ
ー

1年　根岸紗知子

1年　竹山暁子

短
大
棟
前
の
ジ
ャ
カ
ラ
ン

ダ
は
今
年
も
、
精
一
杯
咲
き

ま
し
た
。
１
０
０
０
人
を
超

え
る
学
外
の
見
物
客
が
訪

れ
、
毎
日
新
聞
の
６
月
20
日

（
日
）
湘
南
版
で
カ
ラ
ー
で

紹
介
さ
れ
て
、
一
段
と
フ
ァ

ン
が
増
え
た
よ
う
で
す
。

今
年
も
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
が
満
開
に

短
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
情
報

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
ジ
ャ
カ

ラ
ン
ダ
の
由
来
か
ら
、
現
在

の
開
花
の
様
子
を
写
真
で
逐

一
提
供
し
て
い
き
ま
し
た
。

来
年
も
楽
し
み
で
す
。
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講座No. タイトル 講師名
開催日

回数日程
（祝日・年末年始は除く） 曜日 時間

趣味

A1 一絃の琴を弾く 新倉凉子
新倉喜作　 10月7日～ 11月4日 木 13:10 ～ 14:40 5

A2 言葉とコミュニケーション 小島隆雄 10月6日～ 11月10日 水 13:10 ～ 14:10 5

A3 美しい写真の撮り方
～写真技法の習得と撮る人の姿勢・心の持ち方～ 佐野猛男 10月5日～ 3月1日 火 13:10 ～ 14:40 19

医療
食

環境

B1 飲み水の安全性と健康を考える 坂本照正 10月18日～ 10月25日 月 14:50 ～ 16:20 2
B2 食を脅かす動物の病気 相原まり子 10月18日 月 13:10 ～ 14:40 1
B3 極限環境に生きる逞しい生き物たち 吉武佐紀子 10月5日 火 14:50 ～ 16:20 1

国際

C1 多民族国家シンガポールの社会と文化 奥村真司 11月2日 火 13:10 ～ 14:40 1
C2 北欧福祉国家の年金制度について 内藤英二 11月26日 金 14:50 ～ 16:20 1

C3 異文化のはざまで生きた人々
−大航海時代を中心に− 三国宣子 12月3日 金 13:10 ～ 14:40 1

歴史

D1 日本近代化遺産Ⅱ
～横須賀北部・横浜中南部・鎌倉の軍事遺産と民間近代化遺産～ 斎藤八郎 10月5日～ 12月14日 火 13:10 ～ 14:40 10

D2 「坂の上の雲」放送に寄せて
日本の近代史を考える 石川泰志 10月21日～ 10月28日 木 13:10 ～ 14:10 2

D3 推古天皇、聖徳太子はほんとうにいたのか？
−中国正史にみえる日本国成立以前の日本列島の政治状況− 小野田正樹 12月21日 火 13:10 ～ 14:40 1

文学

E1 夏目漱石「虞美人草」の仕掛け 奥出　 健 12月6日 月 10:40 ～ 12:10 1

E2 千二年目の源氏物語
−なぞなぞを隠したラブレター− 阿久澤　忠 11月19日 金 14:50 ～ 16:20 1

E3 万葉歌が語る人と歴史
−平城京遷都1300年を迎えて− 小島恵子 11月12日～ 11月26日 金 13:10 ～ 14:40 3

仏教
哲学

F1 楽しく学ぶ各時代の仏像名品５０選 地崎　広 10月8日～ 11月5日 金 14:50 ～ 16:20 5
F2 仏教と心理学 吉水和規 12月3日 金 14:50 ～ 16:20 1

F3 医の心
−西洋医学の祖ヒポクラテスを導きにして− 川口雅之 12月6日 月 13:10 ～ 14:40 1

コンピュータ
G1 パソコン講座「Word2007で年賀状」

−来年の年賀状をパソコンで作ってみませんか？−

鎌田りみ
渕脇久美
髙木恵美子

11月1日～ 11月15日 月 13:10 ～ 14:40 3

G2 Google って何？ 畠田幸恵 11月10日 水 14:50 ～ 16:20 1

５
月
15
日
（
土
）
14
時
か

ら
同
セ
ン
タ
ー
７
階
大
会
議

室
に
お
い
て
、「
い
び
き
、

睡
眠
無
呼
吸
障
害
と
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と

題
し
た
、
公
開
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
新
聞
の
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
欄
に
無
料

掲
載
を
し
て
も
ら
っ
て
の
集

客
で
し
た
が
、
１
０
０
名
を

超
え
る
お
客
様
が
お
見
え
に

な
り
ま
し
た
。入
り
口
で
は
、

本
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
療
ス
タ
ッ

フ
か
ら
身
体
測
定
を
受
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
お
悩
み
の
方
、
関
心
の

高
い
方
が
多
い
テ
ー
マ
の
よ

う
で
、
実
際
に
治
療
中
の
方

も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。ま

ず
、
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

も
診
察
に
当
た
ら
れ
て
い
る

相
模
原
協
同
病
院
耳
鼻
咽
喉

科
の
竹
田
昌
彦
先
生
か
ら
、

睡
眠
時
無
呼
吸
症
に
つ
い
て

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。「
無

呼
吸
に
な
る
理
由
は
２
つ
考

え
ら
れ
、
喉
チ
ン
コ
部
分
と

舌
根
部
の
ど
ち
ら
か
が
、
閉

鎖
し
て
し
ま
う
こ
と
に
あ

る
。
重
症
者
は
両
方
の
場
合

も
あ
る
。
太
っ
て
い
た
り
、

喉
に
肉
が
つ
き
す
ぎ
て
い
る

こ
と
で
起
こ
り
や
す
く
な

る
。
鼻
づ
ま
り
も
原
因
の
ひ

と
つ
で
、
口
呼
吸
を
し
て
べ

ろ
が
喉
の
奥
へ
引
力
で
落
ち

込
ん
で
し
ま
い
、
気
道
を
ふ

さ
い
で
し
ま
う
。重
症
者
は
、

睡
眠
不
足
と
睡
眠
の
質
の
低

下
に
よ
り
、
昼
間
に
寝
不
足

状
態
を
催
し
、
事
故
に
つ
な

が
る
危
険
性
が
あ
る
。」
と

治
療
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。次

に
、
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

歯
科
医
師
で
あ
る
小
野
崎
純

先
生
か
ら
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
の

有
用
性
と
、
そ
の
他
、
Ｃ
Ｐ

Ａ
Ｐ
＊
あ
る
い
は
、
外
科
的

治
療
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま

し
た
。「
こ
の
病
気
は
、
交

通
事
故
の
よ
う
に
他
人
に
迷

惑
を
か
け
る
危
険
性
の
あ
る

病
気
な
の
で
、
馬
鹿
に
し
て

は
い
け
な
い
。
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
に
よ
っ
て
、
強
め
に
上
下

顎
の
調
整
を
行
い
、
場
合
に

よ
っ
て
は
可
動
式
の
マ
ウ
ス

ピ
ー
ス
を
用
い
る
こ
と
も
あ

る
。
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
５
階

に
入
院
施
設
を
持
ち
、
４
階

で
耳
鼻
咽
喉
科
と
内
科
、
３

階
２
階
で
歯
科
診
療
と
い

う
、
い
び
き
や
睡
眠
時
無
呼

吸
症
に
対
応
で
き
る
、
稀
有

な
体
制
を
持
っ
た
医
療
施
設

で
あ
る
。」
と
い
う
Ｐ
Ｒ
が

入
り
、
皆
納
得
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

最
後
に
、
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

内
科
医
の
安
岡
比
呂
子
先
生

よ
り
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
対
す
る
健
康
診

断
の
役
割
」
に
つ
い
て
「
メ

タ
ボ
と
は
、
肥
満
が
原
因
で

動
脈
硬
化
を
惹
き
起
こ
し
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
に
至
る
原

因
と
な
る
も
の
で
、
皮
下
脂

肪
型
と
内
臓
脂
肪
型
が
あ

り
、
食
生
活
、
運
動
、
禁
煙
、

薬
に
よ
っ
て
改
善
を
図
る
。」

と
、
大
変
分
か
り
や
す
く
解

説
が
あ
り
ま
し
た
。

１
時
間
半
を
超
え
る
講
演

会
は
、途
中
退
場
者
も
無
く
、

程
よ
い
緊
張
状
態
の
中
で
、

皆
さ
ん
の
満
足
を
得
る
に
十

分
な
も
の
で
し
た
。
ま
た
、

帝
人
在
宅
医
療
株
式
会
社
の

方
々
が
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
現
物

を
展
示
さ
れ
て
、
場
を
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

＊
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
睡
眠
時
に
鼻
か

ら
自
動
的
に
空
気
を
送
り
込
む

装
置
）Continuous Positive 

Airway Pressure

の
略

横
浜
研
修
セ
ン
タ
ー･

横
浜
ク
リ
ニッ
ク

開
学
１
０
０
周
年
記
念
公
開
講
座
開
催

● 

横
浜
研
修
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

６
月
29
日
（
火
）
10
時
よ

り
、
横
須
賀
南
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
協
賛
に
よ
り
、
日

本
赤
十
字
社
の
献
血
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ

の
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
ブ
ル
ー
の

花
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
舞
い
散
る

前
で
、
献
血
バ
ス
と
テ
ン
ト

が
準
備
さ
れ
、
多
く
の
協
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
結
果
は
、
42
名
か
ら
の

採
決
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
実
は
、
61
名
の
申
し

出
を
受
け
た
の
で
す
が
、
検

査
の
結
果
、
19
名
の
方
の
血

液
は
、
輸
血
に
適
さ
な
い
と

い
う
検
査
結
果
が
出
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
た
、
献
血
の

90
％
の
方
は
４
０
０
ml
の
採

血
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
昼
休
み
の
短
時
間
を

利
用
し
て
、
駆
け
つ
け
て
く

だ
さ
っ
た
、
学
生
の
皆
さ
ん

に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
献
血
不
適
合
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
方
は
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
健
康
管
理
に

励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ

の
下
、
献
血
活

動
の
実
践

● 

ニ
ュ
ー
ス
＆

　

 

レ
ポ
ー
ト

受付の様子 センター 7階大会議室での講演

湘
南
短
期
大
学
で
は
、
毎

年
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
サ
ポ
ー

ト
委
員
会
が
市
民
向
け
公
開

講
座
と
し
て
湘
南
短
期
大
学

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
短
期
大
学
は

地
元
の
方
々
へ
情
報
を
発
信

す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
が

あ
り
ま
す
。
地
域
で
勉
学
の

機
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
多

く
、
昨
年
度
も
５
０
０
人
以

上
の
方
々
の
参
加
が
あ
り
、

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。
特

に
本
年
は
開
学
１
０
０
周
年

の
記
念
の
年
に
あ
た
る
た

め
、「
学
校
法
人
神
奈
川
歯

科
大
学
開
学
１
０
０
周
年
記

念
」
と
銘
を
う
ち
、
内
容
の

更
な
る
充
実
の
た
め
に
テ
ー

マ
別
に
講
座
を
編
纂
し
、
幅

広
い
層
に
参
加
し
て
頂
け
る

よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。
本

誌
読
者
諸
氏
に
も
ご
参
加
、

ご
紹
介
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
各
講
座
８
月
16
日
に
申

し
込
み
受
付
を
開
始
し
８
月

31
日
締
め
切
り
ま
す
。
期
間

中
、
定
員
ま
で
先
着
順
に
受

け
付
け
ま
す
。

湘
南
短
期
大

学
生
涯
学
習

セ
ミ
ナ
ー
に

つ
い
て

FAX：046-822-8787
E-mail：
　　shogai@shonan.ac.jp
電話：046-822-9690
（広報渉外室）迄お願いします

お問い合わせ・資料請求


